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 第１章    
 はじめに 

 この章では以下の項目について説明しています。   

          

   

 必要なシステム（動作環境） 

 本書の一般的な表記について 

 設備ＣＡＤソフト連携について 

 お問い合わせについて 

 ルミナスプランナーライトのインストール方法 
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はじめに 

この度は、
ルミナス

Luminous 
プランナー

Planner Lite  をご利用頂き、誠にありがとうございます。当ソフトは照明設計

を行うのためのツール Luminous Planner（有償）の機能限定版です。屋内照明、屋外照明など、照度

分布計算を行うことができます。 

※壁面・鉛直面・階段・スポーツ照明の計算や照明器具の傾斜配置などの複雑な計算は、 

 Luminous Planner（有償）をご利用ください。 

 

必要なシステム（動作環境） 

対応 OS   ：MS-Windows Vista/7/8(32/64 bit)    

CPU   ：Pentium 以上     

ディスプレイ  ：1024×768 以上     

プリンタ          ：Microsoft Windows に対応した機種  

マウス   ：Microsoft Windows に対応した機種  

 

必要なディスクの空き容量 １８０ＭＢ以上 

（ＯＳなど本システム以外の使用域は除きます。） 
 
ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓは米国マイクロソフト社の登録商標です。 

その他、会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 

 

本書の一般的な表記について 
◆ダイアログボックスのラジオボタンの横にチェックマークがついているか、ボタンに黒い点がつい 

ている場合、ボタン右横の項目が選択されている（オンになっている）ことを意味します。 

反対にチェックマークも黒い点もついていない場合は、その項目は選択解除されている（オフにな 

っている）ことを意味します。 

                      
 

◆ ｢アクティブ｣という表記は、現在使用しているか、又は選択しているウィンドウの状態です。アク

ティブな画面はキーの入力やコマンドの実行の対象になります。アクティブな画面のタイトルは他

と異なる色になります。 

 

その他、用語についての詳しい説明は、Ｗｉｎｄｏｗｓのマニュアルを参照してください。 

 

 

設備ＣＡＤソフト連携について 
設備ＣＡＤソフト連携の操作方法については、ホームページに掲載のマニュアルを参照ください。 

 

  Http://www2.panasonic.biz/es/cec/lplt/LTCDWguide.pdf 

ライト  

選択されている状態 選択されていない状態 
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お問い合わせ頂く前に 
お問い合わせいただく時は必ず次の情報を準備してください。これらの情報があると効率よく問題

解決にあたることができます。質問に対する迅速な回答を提供させていただくためにも、ぜひご協

力いただきますようお願い申し上げます。又、できるだけ電話の近くに実際に操作可能な環境をご

用意ください。 

 

◆エラーメッセージの内容や問題が起こった手順など、簡単な状況説明。 

◆Luminous Planner 操作マニュアル（本書） 

◆ご使用のパソコンやプリンタの機種名 

◆ご使用の WindowsOS のバージョン 

  Windows のバージョンを確認するには、[マイコンピュータ]のメニューバーの[ヘルプ]→ 

[バージョン情報]を選択してください。 

◆本ソフトのバージョン 

 メニューバーの[ヘルプ]→[バージョン情報]を選択します。 

（[バージョン情報]ダイアログが表示されます。） 

 

 
 

◆他のアプリケーションでの動作を確認してください。 

 （特に印刷や漢字入力は本システム以外のソフトでは動作するかの確認をお願いします） 

 

お問い合わせに回答できない場合について 
次のような場合には、お問い合わせに対する回答ができないことがあります。 

あらかじめご了承ください。 

 

◆本製品で保障している動作環境外でのお問い合わせ 

  対象のコンピュータ、周辺機器、ＯＳ以外でお使いになっているとき 

◆お客様固有と思われる運用、保守などについてのお問い合わせ 

  本製品に対して、お客様固有の環境での仕様変更のご要望など 

◆本製品とは直接関係ないハードウェアなどのお問い合わせ 

◆本製品の内部的な非公開仕様に関するお問い合わせ 

 

◆本マニュアルの中で分かりにくい個所、誤りなどお気づきの点がございましたら、 

次頁の弊社窓口までご連絡ください。 

◆本マニュアル及び本製品は将来予告なく変更することがあります。 
◆本マニュアルを他に転載されないようお願いします。 
◆ソフト及びデータは複写しないでください。 
◆ソフト及びデータを利用した結果につきましては、いかなる場合においてもその責任を 

負いかねます｡ 
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お問い合わせ窓口 

 
北海道ＥＣ 
 
[〒060-0809] 北海道札幌市北区北九条西２丁目１番地      ＴＥＬ（０１１）７４７－０６１７ 

 
 

東北ＥＣ 
 
[〒980-0014] 宮城県仙台市青葉区本町２丁目４番６号        ＴＥＬ（０２２）２６１－２３１８ 

  仙台本町三井ビルディング内 
 
 
東京照明ＥＣ 
 
[〒105-8301] 東京都港区東新橋 1 丁目５番 1 号       ＴＥＬ（０３）６２１８－１０１０ 

 
 
東京商業照明ＥＣ 
 
[〒105-8301] 東京都港区東新橋 1 丁目５番 1 号               ＴＥＬ（０３）６２１８－１５４４ 

 
 
首都圏照明ＥＣ 
 
[〒105-8301] 東京都港区東新橋 1 丁目５番 1 号               ＴＥＬ（０３）６２１８－１４９９ 

 
 
名古屋照明ＥＣ 
 
[〒450-8611] 愛知県名古屋市中村区名駅南２丁目７番５５号 ＴＥＬ（０５２）５８６－１８０２ 

 
 
名古屋商業照明ＥＣ 
  
[〒450-8611] 愛知県名古屋市中村区名駅南２丁目７番５５号 ＴＥＬ（０５２）５８６－１０６１ 

 
 
大阪照明ＥＣ 
 
[〒540-6218] 大阪府大阪市中央区城見パナソニックタワー１８階 ＴＥＬ（０６）６９４５－７８０９ 

 
 
大阪商業照明ＥＣ 
 
[〒540-6218] 大阪府大阪市中央区城見パナソニックタワー１７階 ＴＥＬ（０６）６９４５－７８０５ 

 
 
近畿照明ＥＣ 
 
[〒540-6218] 大阪府大阪市中央区城見パナソニックタワー１３階 ＴＥＬ（０６）６９４３－１６３０ 

 
 
中国ＥＣ 
 
[〒730-8577] 広島県広島市中区中町７番１号   ＴＥＬ（０８２）２４９－６１４８ 

 
 
九州ＥＣ 
 
[〒810-8530] 福岡県福岡市中央区薬院３丁目１番２４号 ＴＥＬ（０９２）５２１－１５０１ 

 
 

コンサルティング事業グループ 
 
[〒571-8686] 大阪府門真市門真１０４８   ＴＥＬ（０６）６９０８－１４３８ 
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インストール方法 
 
インストールを始める前に 

インストールを始める前に、下記項目について確認してください。 

 

●使用するパソコンを用意してください。 

P１－１を参照して、インストールに必要な動作環境が満たされているか確認してください。 

 
バージョンアップのお客様へ 

旧バージョンをアンインストールしてから、バージョン６．２をインストールしてください。 

 

アンインストール方法  

 

Windows7・Vista 

① [スタート]ボタン→ [コントロールパネル]の順に選択し、コントロールパネルを開きます。 

②コントロールパネルの「プログラムのアンインスト－ル」を開きます。 

③ご利用のパソコンにインストールされているプログラムの一覧が表示されます。 

④③の一覧からルミナスプランナーの旧バージョンを選択し、メニューバーの「アンインストール」を 

クリックします。 

⑤「Panasonic Luminous Planner Lite○.○をアンインストールしますか？」とダイアログが 

 表示されます 

⑥「はい」を選択し、アンインストールを実行してください。 

  
 

 

 

WindowsXP 以下 

①[スタート]→[設定] →[コントロールパネル]の順に選択して、コントロールパネルを開きます。 

②コントロールパネルの[プログラムの追加と削除]（もしくは、[アプリケーションの追加と削除]） 

をダブルクリックします。 

③[Panasonic Luminous Planner Lite○.○]（現在インストールされているバージョンが表示）を 

 クリックした後、[削除]ボタンをクリックすると、旧バージョンがアンインストールされます。 
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Luminous Planner Lite  セットアップ方法 
◆ウイルスチェックプログラムなど、他のプログラムを常駐させてお使いの場合は、Luminous Planner Lite

のインストールプログラムを実行する前に常駐を解除しておいてください。ルミナスプランナーライトの

インストールプログラムは、他のプログラムが常駐している状態では、正しく実行されない可能性があり

ます。インストール終了後は、忘れずに常駐プログラムを再起動してください。 

 

① 弊社ホームページよりダウンロードした「LP627LTSETUP.EXE」を「マイ ドキュメント」などに保存して 

ください。 

 

②「LP627LTSETUP.EXE」をダブルクリックしてください。次の画面が表示されますので、［はい］をクリッ 

 クしてください。 

  

 

            
 

Vista・7で下記が表示される場合は、「許可」

を選択してインストールを実行してください。 
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③次の画面が表示された場合は、[インストール]をクリックし、画面に従ってインストールを実行してくだ  

 さい。表示されない場合は、④へ進んでください。 

    
 

※ご利用 PC の Microsoft Visual C++2010 Redistributable Package が新しい場合、下記メッセージが 

 表示されます。表示画面の「閉じる」を選択後、インストール継続画面が表示されます。「はい」を 

 選択し、インストールを続行してください。ルミナスプランナーのインストールが始まります。 

  
 

④次の画面が表示されます。[次へ]をクリックしてください。 

    

 

ユーザーアカウント制御が表示される場合は、 

「はい」を選択してインストールを実行してください。 
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⑤次の画面が表示されます。インストール先のフォルダを変更したい場合は[変更]をクリックし、 

 インストール先を設定してください。 [次へ]をクリックしてください。 

  
 

⑥次の画面が表示されます。 [インストール]をクリックしてください。 

    
 

⑦完了後、デスクトップにショートカットが作成されます。ダブルクリックで起動してください。 

     

ユーザーアカウント制御が表示される場合は、 

「はい」を選択してインストールを実行してください。 



 

 第２章    

    構成と基本操作の説明

�この章ではルミナスプランナーの画面構成や基

本操作について説明します。 

     

１． 画面構成について 

２． 起動・終了方法 

３．ファイル・セクションについて 

４． 表示・印刷について 

５． 環境設定 
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1.画面構成について                    
本システムでは、照明設計を行う単位を「セクション」と呼びます。また、セクションが集まった単位を「件

名」と呼び、件名毎に保存を行います。通常、建物単位に件名を作成し部屋単位にセクションを作成します。

ツリービューにはセクションと照明器具やエリア等へのセクション毎のデータがツリー状に表示されます。 

画面の左（ツリービュー画面）と右（入力画面）の画面をクリックする事で、操作内容が切り変わります。 

   
 
概念（件名＝ファイル、部屋＝場所＝セクション） 

■件名とは、部屋や場所が集まったものをいいます。 

例えば、事務所、会議室などの部屋名が集まって、Ａビルという件名になります。 

部屋名（場所名）には、ＮＯが自動的に付けられます。 

 

■件名を 1つのファイルとして保存、管理します。 
 ファイル名には、半角で２５６文字、全角で１２８文字まで入力でき、件名名称などをつけて、 
わかり易く管理できます。 
 

Ａ．ツリービュー 

  件名、セクション、入力されている項目をツリー状に表示。 

ツリービューをクリックするとタイトルとメニューバーの表示は下記の様になり、ファイルの保 

存や器具の削除、セクションの並べ替え等、ツリービューに表示されている内容を編集する事が 

できます。 

 

A 

ツリービュー 

画面 入力画面 

a 

b 

 

c 

B 
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Ｂ．入力画面 

  計算条件入力画面や、照度分布図等を表示します。 

入力画面をクリックするとタイトルとメニューバーの表示は下図の様に表示されます。 

計算条件の入力、照度計算、印刷等、照度計算に必要な内容を編集する事ができます。 

 

[初期画面] 

・インターネット接続可能な環境の場合 

 
 

 

・インターネット接続不可能な環境の場合 

 
 

 

 

 

[屋内平均所要台数計算・屋内計算・屋外計算の場合] 

 
 

[汎用照度計算の場合] 

   
    

 

ａ．メニューバー 

  Luminous Planner の機能を分類毎に表示します。 

ｂ．件名 

  保存ファイル名になります。 

セクション（部屋や場所）が集まったものを表し、１つの件名に対して、９９セクションまで作成 

できます。 

ｃ．セクション 

  部屋や場所を表します。 

  追加される毎に、自動的に Noをつけます。（並べ替えることも可能） 

 

照明器具データが更新されると、自動的に弊社
サーバから最新データを取り込みます 

インターネットが接続されていない環境の為、イン
ストール時に内蔵している照明器具データを使用
します。 

最新のプログラムや照明器具データを取得するに
は、ご利用のパソコンをインターネットに接続をす
る必要があります。（インターネット接続した場合
は、「環境設定（Ｐ２－２０データディレクトリ）」を設
定してください。 
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２.起動方法・終了方法                    

 

Luminous Planner Liteを起動する 
 

［スタート］ボタン→[プログラム]→[Panasonic Luminous Planner Lite 6.2]を選択します。 

 

 
  
 初期起動時に内臓している器具データを解凍するプログラムが動作します。 

 
 

Luminous Planner Liteを終了する 

 

ルミナスプランナーライトを終了します。メニューバーの［ファイル］→［アプリケーションの終了］ 

を選択してください。 

 

デスクトップ上にある 

「Luminous Planner Lite 6」 

ショートカットをダブルクリック 

しても起動します。 
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３．ファイル・セクションについて           
ファイルやセクションの作成方法は、ウィザード入力とメニューバーから選択する方法の２通りがあり 

ます。 ※ツリービューをアクティブにしてください。 

 

新規にファイルやセクションを作成する 

 
ウィザード入力 

ファイルを新規作成する場合は、起動時、もしくは、メニューバーの［ファイル］→［新規作成］を選

択してください。ツリービューに作成したファイルが表示されます。 
セクションを追加する場合は、メニューバー［ファイル］→［ウィザード入力］を選択してください。 

下記画面が表示されます。5つ入力方法を選択してください。 

 

   
 

メニューバーからの選択 

ファイルを新規作成する場合は、メニューバーの［ファイル］→［新規作成］を選択してください。 

ツリービューに作成したファイルが表示されます。 

セクションを追加する場合は、メニューバー［ファイル］→［新規セクション作成］を選択し、ドロッ

プダウンリストボックスをクリックすると 4つの入力方法が表示されますので選択してください。 

 

①�     ②  

  

【次回からウィザード入力を表示しない】 
チェックを入れた場合、ウィザード入力画面は 

表示されません。 

[メニューバーからの選択]を行ってください。 

 

 

【ウィザード入力に変更する場合】 
メニューバー［ファイル］→［ウィザード入力］を 

選択してください。 

ウィザード入力画面が表示されます。 

※「次回からウィザードを表示しない」のチェック 

を外し、起動時に表示させる事が可能です。 
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入力方法 
【屋内平均所要台数計算】 
部屋の条件や必要照度・照明器具の種類などを入力することで、器具台数や配置図を自動的に計算 
します。 
逆に、台数を入力すると、室内の平均照度を自動計算します。 
照度分布図、および建築設備設計仕様の計算書が出力できます。 
 
照明器具：1種類 

 ウィザード入力で操作します。 
  

【屋内計算】 
屋内で照明器具を任意の位置に配置した場合の室内反射を考慮した照度分布が計算できます。 
多角形(任意)の計算領域（エリア）を設定することができます。 
 
照明器具：1種類  照明器具の取付高さ設定：1種類  エリア：1種類 
照明器具を傾ける事はできません。 

 ウィザード入力で操作します。 
 
【屋外計算】 
屋外で照明器具を任意の位置に配置した場合の照度分布が計算できます。 
多角形(任意)の計算領域（エリア）を設定することができます。 

 
照明器具：1種類  照明器具の取付高さ設定：1種類  エリア：1種類 
照明器具を傾ける事はできません。 

 ウィザード入力で操作します。 
 
  【汎用照度分布計算】 

室内のベース照明はもちろん、非常用照明にも対応するほか、屋外の照明計画においても 
等照度曲線を計算・出力できます。 
 
照明器具を任意の位置に配置した場合の照度分布が計算できます。 
多角形(任意)の計算領域（エリア）を設定することができます。 
 
部屋形状や照明器具の配置を平面図、立面図、斜視図として表示できるため、入力内容の確認を容易 
に行うことができます。 
 
照明器具：10種類 それぞれ 1400台まで１図面上に入力可能 
照明器具の取付高さ設定：１台毎に可能 
※照明器具を傾けることはできません 
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既存のファイルやセクションを開く 
メニューバーの［ファイル］→［開く］を選択してください。 

①の画面が表示されます。[ＯＫ]をクリックしてください。 

②の画面が表示されます。［ファイルの場所］から開きたいファイルを選択してください。 

①�        ② 

        

 

既存のセクションを開く場合は、メニューバーの［ファイル］→［開く］を選択します。 

③の [開く]の画面が表示されます。［セクションを開く］を選択し、ドロップダウンリストボックスか 

ら開きたいセクションを選択してください。 

④の左側画面から開きたいセクションアイコン（例： ）をダブルクリックして開く 

こともできます。 

③         ④ 

        
 

ダブルクリック 
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新規ファイルを保存する 
  

（１）画面の左側のツリービューをクリックしてアクティブにしてください。 

 
 

（２）メニューバーの表示が下図のように変わります。［ファイル］→［名前をつけて保存］を選択して 

ください。 

      
  

（３）［名前をつけて保存］の画面が表示されます。▼をクリックして保存する場所をデスクトップや 

    ドキュメントに変えることもできます。ここではドキュメントに保存します。 

   ［ファイル名］は最初、件名が表示されます。ファイル名のボックスをクリックして、名前を変え 

ることもできます。 

         
    

（４）下図のようにファイル名が表示されれば保存は完了です。 

 

 

 

クリック 

ツリービュー 

クリック 
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保存ファイルの種類 
下位バージョン（Ｖ６．０以下）でご利用の場合は、ファイルの保存形式をバージョンに合わせて選択 

してください。 

 
   ※Ｖ６．０以下と計算ピッチの形式が異なります。 

 

 （補足） 

  下位バージョンで保存した場合、計算ピッチが異なる為、計算ピッチを再設定する必要があります。 

  

   下位バージョンでファイルを開いてから、再設定を行う 

① 下位バージョンで保存した場合、下記メッセージが表示されます。 

    
 

② Ｖ６．１からＶ６．０形式で保存したファイルをＶ６．０で開き、セクションを開くと下記メッセージが 

表示されます。、 

      
 

③ メニューバー「計算条件」→「入力」をクリックしてください。 

      
 

④ 「計算点数」の「計算ピッチ自動設定」にチェックを入れ、「ＯＫ」をクリックしてください。 

      ※Ｖ６．１とは計算ピッチが異なる為、計算結果が多少異なります。 
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既存のファイルを保存する 

メニューバーの［ファイル］→［上書き保存］を選択してください。前回保存したドライブ、ディレクト

リ、ファイル名に自動的に上書き保存されます。既存のファイルを別名で保存する場合は、新規ファイル

の保存と同様の操作で、名前を付けて保存してください。 

 
 

セクションの削除 
削除したいセクションアイコンをクリックして選択した後、メニューバーの［編集］→［削除］を選択し

てください。 

下記の画面のように ０６．壁面のライトアップのセクションを削除した場合、「０６：壁面のライトア

ップを削除してもよろしいですか？」と削除する部屋名（場所名）を確認するメッセージが表示されます。 

確認してクリックしてください。 

削除した後に新しく場所を作成した場合、一度削除されたセクションＮＯはとばして作成されます。 

     
 

セクションの複写（同ファイルの場合） 
複写元のセクションアイコンをクリックして選択した後、メニューバーの［編集］→［コピー］を選択し

てください。 

次にファイルアイコン（ ）をクリックして選択した後、［編集］→［貼り付け］を選択すると新しいセ

クションＮＯがつけられ、複写されます。 

 

①          ②            ③ 

 

                      
 

セクションの複写（異なるファイルの場合） 
複写元と複写先のファイルを画面上に同時に表示します。 

上図① 複写元のセクションアイコンをクリックして選択した後、メニューバーの［編集］→［コピー］

を選択してください。 

上図②③複写先のファイルアイコン（ ）をクリックして選択した後、［編集］→［貼り付け］を選択す

ると新しいセクションＮＯがつけられ、複写されます。 

 

異なるファイルの場合も 

同様の操作になります。 
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セクションの並べ替え・セクションＮＯの振り直し 
メニューバーの［ファイル］→［セクションの並べ替え］を選択してください。 

（例） 「０５：階段」 を「１０：資料室」の前に移動させたい場合 

 

①［セクションの並べ替え］の画面が表示されます。 

②「０５：階段 」を選択後、［下へ移動］をクリックして「１０：資料室」の前に移動する。 

③セクションＮＯを振り直したい場合は［セクションＮＯを振り直す］をチェック後 

［ＯＫ］をクリックする。 

④セクションＮＯが新しい並び順に振り直されます。 

 

①�                            ② 

     
 

③                          ④ 
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４．表示・印刷について                 

◆ 照度計算を始める前には必ず印刷設定を行なってください。 

◆ 屋内全般所要台数の照明計算書では、担当・備考設定のタブコントロールしか設定できません。 

 

照度分布図・または照度計算書の印刷に関する設定を行う場合、右側の画面に照度分布図・または照度 

計算書が表示されている状態で、メニューバーの［ファイル］→［ページ設定］を選択してください。 

 

照度分布図の場合 
［ページ設定］の画面が表示されます。 

    
 

用紙設定 
【図面枠】 

図面をＡ系列のサイズで指定できます。 

 

【縮尺】 

縮尺の分母を入力してください。 

 

【視線方向】 

斜視図 斜めから見た図が表示されます。 

＋Ｘ ＋Ｘ方向から見た図が表示されます。 

＋Ｙ ＋Ｙ方向から見た図が表示されます。 

＋Ｚ ＋Ｚ方向から見た図が表示されます。 

 

【作図言語】 

図面を日本語か英語のどちらで出力するか指定します。 

 

【器具配置寸法を表示】 

分布図に照明器具の配置寸法を表示したい場合に選択します。 
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【器具表・結果表の形態】 

項目行、項目列 

器具表・計算結果表の表示形態を行と列表示に切り替えます。 

器具数やエリア数が多く、分布図面上にに入らない場合などに使用できます。 

項目行：表示形態が 1 列 

 
項目列：表示形態が 1 行 

 
 

拡縮率 

器具表・結果表のサイズを拡縮率を指定する事で変更できます。 

       
 

表題 

器具表のデフォルト「取付高さ」を任意の表現に変更できます。 

   

       
 

【視線を計算面方向に設定】 

    視線方向を自動的に計算方向に設定します。 

 

【プリンタの設定】 プリンタの設定を行います。Ｐ２－１７で説明します。 

拡縮率７０％ 
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照度分布図（タブコントロールから［照度分布図］をクリック） 
 

 
 

【エリア内の分布図のみ作成する】 

計算範囲全体ではなく、エリア内のみの分布図を作成する場合に選択します。 

     
 

【均斉度を表示】 

照度均斉度（Ｇ１／Ｇ２）を表示したい場合に選択します。 

 

【照度値の表示方法を変更】 

 照度値が重なった場合に選択します。 

 できるだけ重ならない位置に照度値を移動して表示します。 

 

8m

3
.2

m

3050100

100

200

200

200 200300
300300 300

単位：ｌｘ

  
8m

3
.2

m

300
300300 300

200

200

200 200

30

100

50 100

単位：ｌｘ

        
       照度値表示変更前            照度値表示変更後 
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【分布図タイプ】 

下の図を参照の上、分布図の種類を入力してください。 

 

１：逐点（Ｌ）＋曲線（Ｒ） ２：曲線（Ｕ）＋逐点（Ｄ） ３：逐点 

４：曲線  ５：曲線＋格子  ６：曲線＋逐点 

 

１ ２ ３

４ ５ ６

 
｢４：曲線｣以外を選択した場合は､［逐点表示ピッチ］の部分がアクティブになります。 

作図する照度値の間隔を入力してください。 

｢５：曲線＋格子｣以外は、逐点を表示するための計算ピッチを整数倍で入力してください。 

 

【器具配置印刷設定】 

器具配置は出力しない（計１ページ） 

分布図のみ出力します。 

 

器具配置と分布図を重ねて出力（計１ページ） 

分布図に器具位置（照射方向）を重ねて出力します。 

 

器具配置と分布図を別ページに出力（計２ページ） 

分布図と器具位置（照射方向）の図面を別々に出力します。 
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照度ライン（タブコントロールから［照度ライン］をクリック） 
 

 
  

【照度ライン自動設定】 

初期設定は[照度ライン自動設定]にチェックが入っており、等照度曲線を作図する照度値(照度ライン) 

は作図時に自動的に設定されます。 

照度ラインを指定する場合は[照度ライン自動設定]のチェックを外してください。 

入力画面が表示されます。照度値を小さい数値順に入力してください。 

※設定照度値は、計算結果表の最小～最大照度の範囲で指定してください。 

 
【照度分布図を色分けする】 

照度分布図（等照度曲線図）を色分けしてカラープリンタへ出力したい場合に選択します。 

①[照度分布図を色分けする]をチェックしてください。 

②左下図の様な画面が表示されます。 

  最初に曲線を作図する照度値を表の 2 行目から小さい順に入力してください。 

     （1 行目は-1 にしておいてください。） 

③作図する色を指定します。簡単に入力するには、[2 色グラデーション]で色を選択して[更新]ボタン 

を押してください。表の下にカラーバーが表示されます。 

※[2 色グラデーション]のチェックを外せば、照度値それぞれの色をＲＧＢで細かく指定することが 

できます。 
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色温度分布図（タブコントロールから［色温度分布図］をクリック） 
電球色と昼光色など、光色の異なるランプを混ぜて配置したときの混光状態を確認する一つの方法と 

して、色温度分布を計算することができます。 

下図に色温度分布の計算例を示します。照度分布画面を表示した状態で、メニューバーの[特別] → 

[色温度分布計算]を選択すると色温度計算が開始されます。 

 
【色温度分布図を色分けする】 

 チェックを入力する事で、色温度分布図を色分けしてカラープリンターへ出力します。 

  
 

担当・備考設定（タブコントロールから［担当・備考設定］をクリック） 

 
 

【担当１・担当２・備考１・備考２・備考３】 

照度分布図を出力したときに、右隅に表示されます。一度入力したものは、入力した端末単位で各項目 

２０個まで記憶され、ドロップダウンリストボックスから選択することができます。 

  

【作成日】 

  パソコン内蔵日付（従来通り） 

   パソコン自身に設定されている日付が表示 

件名入力日付使用 

 メニューバーの「件名」→「入力」を選択します。［件名入力］画面が表示されます。 

 「登録日」に記入されている日付を表示します。 

 

   

備考３ 
備考２ 
備考１ 

担当１  

担当２ 

作成日 
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プリンタの設定（用紙設定の画面で［プリンタの設定］をクリック） 
 

 
 

【プリンタ名】 

出力したいプリンタ名をドロップダウンリストから選択してください。 

必要に応じて［プロパティ］をクリックして用紙サイズや向きを調節してください。 

 

【印刷部数】 

出力する部数を選択することができます。 

◆プリンタの接続や、印刷方法の詳細は、お手持ちのプリンタ本体のマニュアルをご覧ください。 

 

 

【照度計算書の場合】 

担当・備考設定の画面のみが表示されます。操作の方法は前ページを参照してください。 

 

 

印刷プレビュー 
メニューバーの[ファイル] →[印刷プレビュー]を選択してください。画面にプリンタへの出力イメー 

ジが表示されます。出力イメージ確認後、[閉じる]か[印刷]を選択してください。 

印刷プレビューを行わずに印刷する場合は、直接メニューバーの[ファイル] →[印刷]を選択し、印刷 

を行ってください。 
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照度計算書の表示について（屋内平均所要台数計算） 
屋内平均所要台数計算の照度計算書を開き、画面の右側をクリックしている状態で 

メニューバーの［表示］をクリックすると、下記のようなドロップダウンメニューが表示されます。 

 
 

【全ての屋内セクションを表示】 

１つのファイルに複数の屋内平均所要台数計算のセクションがあります。 

全ての屋内セクションの照度計算書を一度に表示したい場合に選択します。（チェックマークをつける） 

もう一度選択するとチェックマークがはずれ、開いている屋内セクションの照度計算書のみ表示されま

す（①の状態）。 

 

①チェックマークがついていない状態（開いている屋内セクションの計算書のみ表示） 

 
 

②チェックマークがついた状態（全ての屋内セクションの計算書を表示） 

 
 

【照明器具品番を表示／照明器具名称を表示】 

初期状態はチェックマークがついた状態になっています。 

選択してチェックをはずすと照度計算書の「照明器具形式」の欄に照明器具品番または照明器具名称が 

表示されなくなります。 
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照度計算書のＣＳＶファイル出力（屋内平均所要台数計算） 
  屋内平均所要台数計算の照度計算書を開き、画面の右側（入力画面）を選択してください。 

メニューバーの［ファイル］→［ＣＳＶファイル出力］を選択してください。 

※保存されるデータはその時点で表示されている照度計算書がそのまま反映されます。 

  
 

  下記のように［名前をつけて保存］の画面が表示されますのでファイル名をつけて保存してください。 

   
 

 ＣＳＶファイルはＥｘｃｅｌなどの表計算ソフトで読み込むことができます。 
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照度分布図のＤＸＦファイル出力 
画面の右側をクリックしている状態でメニューバーの［ファイル］→［ＤＸＦファイル出力］を 

選択してください。 

 
①［ＤＸＦファイル出力］画面が表示されます。出力する図形を選択して［出力］をクリックして 

ください。 

②［名前をつけて保存］の画面が表示されます。ファイル名をつけて保存してください。 

①         ② 

       
 

照度分布図一括出力（DXF ファイル一括出力も可能） 
画面の左側（ツリービュー）をクリックした状態でメニューバーの[ファイル] →[照度分布図一括出力] 

を選択してください。 

①画面が表示されます。 

出力したいセクションをクリックして選択した後、[→]をクリックしてください。 

②選択したセクションが[出力するセクション]に移動し、照度分布図をまとめて印刷すること 

ができます。 

③設定完了後、[ＯＫ]をクリックしてください。 

 

リストに表示された全てのセクションを印刷する場合は[全てを出力]をクリックしてください。 

[出力するセクション]から[出力しないセクション]に戻す場合は、戻したいセクションをクリックして 

選択した後、[←]をクリックしてください。 

※DXF ファイルで出力する場合は、ラジオボタン[ＤＸＦ出力]を選択してください。 

① 

  
② 

 

【ＤＸＦ出力】 
 [ＤＸＦ出力]を選択して[ＯＫ]を 
 クリックすると、ＤＸＦを保存する 
 ディレクトリを選択する画面が表示 
 されます。 
 保存先を選択し、[ＯＫ]をクリック 
 すると、指定したフォルダにセクシ 
 ョン毎に[セクション名.ＤＸＦ]のフ 
 ァイル名で出力されます。 
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５.環境設定                      
 

印刷文字フォント、ファイルの管理番号、線、器具データ指定場所、図面枠、縮尺、反射率、デジタイザ 

の設定をする。 

各設定はメニューバーの「ファイル」→「環境設定」からタブを選択してください。 

[印刷] 

 

 

印刷文字フォント 

印刷文字のフォントをドロップダウンリストボックスから選択してください。 

 

照度値文字高さ 

照度分布図などに表示される文字の高さを調節したいときに値を変更してください。（単位：mm） 

 

  ライン：照度分布ライン上に表示される文字 

  逐点 ：逐点表示した文字 

 

管理番号印刷項目 

出力図（照度分布図・照度計算書等）に表示したい項目を選択してください。 

両方にチェックすることも可能です。 

 

保存ディスクのボリューム名  ：ファイルを保存したドライブのボリューム名を出力図に表示 

保存ファイル名＋セクションＮＯ：保存したファイル名とセクション番号を出力図に表示 

 

ペン幅 

照度分布図などに表示される線の太さを調節したいときに値を変更してください。 

 

[データディレクトリ] 

ルミナスプランナーで使用する照明器具データを保存している場所を示しています。 

ご利用のパソコンがインターネット接続可能な環境の場合、「ネット接続あり」にチェックしてください。 

照明器具データが更新された時、自動的に弊社サーバより最新の照明器具データを取得します。 
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[デフォルト] 
ルミナスプランナーを起動した時の図面枠、縮尺、部屋の反射率をデフォルト設定できます。 

 

■インストール時の初期設定 

 図面枠 A3  

 縮尺 1/200  

 部屋の反射率の初期化 天井 50％・壁 30％・床 10％ 

 

  
 

 【汎用照度分布計算の場合】 

   
 

 【屋内全般所要台数計算の場合】 

  
 

デフォルト設定した値がセットされる 



 

 第３章    

       計算例

この章では、「Ｐ社研修施設」という建物の部屋や 

  施設を例にして実際に照度計算を行います。 

 計算例は１～１１まであり、順に計算していくことで 

  ルミナスプランナーの主な機能をマスターすること 

  ができます。 

    

※   部はルミナスプランナーライトでは機能がありません 

1事務所の照度計算（ウィザード入力－屋内全般所要台数計算） 

2エレベーターホールの照度計算（ウィザード入力－屋内計算） 

3駐車場の照度計算（ウィザード入力－屋外計算） 

4応接ラウンジの照度計算（汎用照度計算－屋内） 

5教室の照度計算（汎用照度計算－屋内） 

.黒板の照度計算（汎用照度計算－直射/鉛直面） 

6階段の照度計算（汎用照度計算－階段） 

7壁面ライトアップの照度計算（汎用照度計算-屋外） 

8テニスコートの照度計算（汎用照度計算-屋外） 

9非常照明計算（汎用照度計算-非常照明配置計算）  

10複数室の合成（汎用照度計算－屋内（ＣＡＤ連携） 

11カフェの照度計算（汎用照度計算－屋内（下絵取込）） 
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１．事務所の照度計算（屋内全般所要台数計算）      
 

【条件】事務所：間口９ｍ、奥行７．５ｍ、天井高さ２．８ｍ、 

     机の上（床面より０．８ｍ）の照度を７５０ ｌｘにするための台数を求める。 

     器具はＦＳＡ４２００１Ｆ－ＶＰＨ９を使用する。 

 

【操作】 

 

（１） プログラムを起動します。 

［スタート］ボタン→[プログラム]→[Panasonic Luminous Planner]を選択します。 

 
（２） 下のような画面が表示されます 

［屋内所要台数計算］にチェックし、［件名入力］欄に件名、処理者などを入力し、［開始］をクリックし

てください。 

  
 

（３）室条件を入力し、［次へ］をクリックしてください。数値の部分は必ず半角で入力してください。 
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(４)器具条件を入力します。器具取付高さは（３）で入力した天井高さが自動的に表示されます。今回は天 

井直付の器具のため、変更の必要はありません。今回の例では、器具方向を長手方向の横並びを設定す 

るため、［←］を選択してください。入力後［照明器具選択］をクリックしてください。 

《付記》矢印はＢ断面の方向を表しています。Ｂ断面（Ｐ４－１０）参照 

 
 

（５）［照明器具選択］画面が表示されます。照明器具の本体品番を半角で入力してください。品番の途中 

   までの入力でも検索可能ですので、ここではＦＳＡ４２００１Ｆの途中まででＦＳＡ４２と入力 

   し、［検索］をクリックします。 

前後の品番が一覧表示されますので、ＦＳＡ４２００１Ｆ－ＶＰＨ９ を選択し、［ＯＫ］をクリッ 

クしてください。 
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（６）次の画面が表示されます。タブコントロールから［照明器具］および［灯具情報］を選択して内容 
   を確認し、［ＯＫ］をクリックしてください。器具を変更したい場合は［器具再選択］をクリック 
   し、（５）と同じ操作を行ない、器具を選択してください。                   

    
 

 

     ランプ・光束・保守率・配光曲線を確認する。       
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（７）（４）の画面に戻ります。［次へ］をクリックしてください。 

    
 

（８）［所要照度を指定する］に、必要照度を半角で入力してください。ここでは７５０ lx と入力します。 

      ［再計算］ボタンをクリックすると照明器具の配置が自動計算され、配置図が表示されます。 

 
 

（９）計算条件の入力は終わりです。［完了］をクリックしてください。 

 

（１０）入力画面に照度計算書が表示されます。照度計算書を印刷する場合は(１７)～(１９)の操作を 

行ってください。 

《付記》複数の屋内所要台数計算のセクションを一度に表示する場合（Ｐ２－１８）参照 

  
 

入力画面 
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（１１）メニューバーの［照度分布］→［表示］を選択してください。 

 
 

（１２）[照度分布図]画面が表示されます。 

    図面枠に対して、計算範囲が小さく表示されているので、用紙や縮尺の設定を変更します。 

    入力画面をクリックしてアクティブにし、メニューバー［ファイル］→［ページ設定］を選択してください。 

     
 

（１３）［ページ設定］画面が表示されます。図面枠Ａ３→Ａ４、縮尺１／２００→１／１００に変更してください。 

     

入力画面側 
をクリック 
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（１４）コントロールタブ［担当・備考・作成日］を選択してください。 

    印刷物に表示させる制作元の情報や備考など設定し、［ＯＫ］をクリックしてください。 

     
 

（１５）［照度分布図］画面が表示されます。 

 
 

（１６）メニューバーの［照度分布］→［計算］を選択してください。照度計算を開始します。  
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（１７）照度計算後、次のように照度分布図が画面に表示されます。 

      
 

（１８）照度分布図を印刷します。メニューバーの［ファイル］→［印刷］を選択してください。 

 
 
（１９）プリンタの設定で、用紙の向きが縦になっている場合、下の画面が表示されます。［ＯＫ］を 

クリックすると自動的に用紙の向きが横に変更されます。（一部のプリンタではこの機能が働かな 

い場合があります。その場合は手動で用紙の向きを設定してください) 

 
 

（２０）印刷の画面が表示されます。［プロパティ］をクリックすると用紙サイズなどを変更することも 

できます。特に変更がなければ［ＯＫ］をクリックしてください。プリンタに（１６）で表示した 

照度分布図が印刷されます。 
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（２１）作成した件名を保存します。画面の左側のツリービューをクリックしてアクティブにしてください。 

 
 

（２２）メニューバーの表示が下図のように変わります。［ファイル］→［名前をつけて保存］を選択して 

ください。 

      
  

（２３）［名前をつけて保存］の画面が表示されます。▼をクリックして保存する場所をデスクトップや 

マイドキュメントに変えることもできます。ここではマイドキュメントに保存します。 

    ［ファイル名］は最初、件名が名前として表示されます。ファイル名のボックスをクリックすれば 

    編集ができるようになるので、名前を変えることもできます。ここではこの名前のまま保存します。 

    ［保存］をクリックしてください。 

     
 

 

クリック 

ツリービュー側 
をクリック 
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（２４）ルミナスプランナーを終了します。メニューバーの［ファイル］→［アプリケーションの終了］ 

を選択してください。 
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２．エレベーターホールの照度計算（屋内計算）     

 

 
【条件】間口 １１ｍ 奥行き １０ｍ 天井高さ ３ｍ 計算面高さ  ０ｍ 

 反射率 天井５０％、壁３０％、床１０％    器具取付高さ ３ｍ 

器具 ＮＤＮＮ７５２３０－ＬＺ９  ６台 

  

【操作】   

（１）プログラムを起動します。 

 

（２）次に計算例１．事務所で作成した「Ｐ社研修施設」ファイルを呼び出します。 

メニューバーの［ファイル］→［開く］を選択してください。 

 
 

（３）下図のような画面が開くのでそのまま［ＯＫ］をクリックしてください。 
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（４）ファイルを指定する画面が表示されますので、［ファイルの場所］をマイドキュメント、 

［ファイル名］はＰ社研修施設を選び、［開く］をクリックしてください。 

 

 

（５）メニューバーの［ファイル］→［ウィザード入力］を選択してください。 

  

 

（６）［屋内計算］を選択し、［開始］をクリックしてください。 
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（７）【条件】を参考に室条件をを設定してください。入力完了後、［次へ］をクリックしてください。 

    

 

（８）［エリア］画面が表示されます。エレベーターホールの形状を設定します。 

   ［グリッド］1ｍ に設定し、下記１～１２点で作られている形状をマウスで左回りに設定します。 

   座標位置は右上のＸ,Ｙ値で確認します。入力完了後、［次へ］をクリックしてください。 

    

 

座標位置 

1 

12 11 

6 5 

4 3 

2 

10 9 

8 7 

Ｘ 

Ｙ 
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（９）［照明器具選択］画面が表示されます。ＮＤＮＮ７５２３０－ＬＺ９ を選択し、［ＯＫ］をクリ 

   ックしてください。 

    

 

（１０）［照明器具データ］画面が表示されます。タブコントロールから［照明器具］［灯具詳細］を 

    選択して内容を確認し、［ＯＫ］をクリックしてください。 

 

（１１）［器具配置］画面が表示されます。グリッドを０．５ｍ に設定し、［追加］をクリックします。 

    座標位置を確認しながら、器具位置を追加してください。入力完了後、［完了］をクリックして 

    ください。     

    

座標位置 

Ｘ 

Ｙ 
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（１２）照度計算が実行され、照度分布図が表示されます。図面枠に対して、計算範囲が小さく表示され 

    ているので、用紙や縮尺の設定を変更します。 

    入力画面をクリックしてアクティブにし、メニューバー［ファイル］→［ページ設定］を選択し 

    てください。 

     

 

（１３）［用紙設定］を①のように変更してください。分布図をエリア内のみに表示するために、 

    ②［照度分布図］タブの［エリア内の分布図のみ表示］にチェックを入れ、［ＯＫ］を 

    クリックしてください。 

①                      ② 

   

入力画面側 

をクリック 
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（１４）下記の照度分布図が表示されます。 

    

 

（１５）ツリービューをアクティブにしメニューバー［ファイル］→［上書き保存］を選択してください。 
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３．駐車場の照度計算（屋外計算）     

 

 
【条件】ＹＦ４１６００－ＥＮＭ  ２台 

 器具高さ ４．５ｍ 

    エリア 車路 

    

【操作】※あらかじめ「Ｐ社研修施設」を開いておいてください。 

     

（１）メニューバー［ファイル］→［ウィザード入力］を選択してください。［ウィザード入力］画面が 

   表示されます。［屋外計算］にチェックし、［開始］をクリックしてください。 

    

 

Ｙ 

Ｘ 
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（２）［計算条件］画面が表示されます。下記のように設定し、［次へ］をクリックしてください。 

    

 

（３）［エリア］画面が表示されます。グリッドを１ｍに変更し、マウスで車路の頂点１～４を左回りで 

   設定してください。座標位置は右上のＸ,Ｙ値で確認します。 

   入力完了後、［次へ］をクリックしてください。 

    

 

１ 

４ 

２ 

３ 

座標位置 
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（４）［照明器具選択］画面が表示されます。ＹＦ４１６００－ＥＮＭを選択し、［ＯＫ］をクリックし 

   てください。 

    

 

（５）［照明器具データ］画面が表示されます。［照明器具］［灯具詳細］の内容を確認し、［ＯＫ］を 

   クリックしてください。 

 

（６）［照明器具位置］画面が表示されます。グリッドを０．５ｍに設定し、［追加］をクリックします。 

   まず、手前側の器具２台（1・2）を配置します。下記のように座標位置・器具方向を確認しながら、 

   器具位置を追加してください。 

    

座標位置 

１ ２ 
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（７）奥側の器具２台（3・4）を配置します。下記のように座標位置・器具方向を確認しながら、器具位 

   置を追加してください。※器具方向が変わります。 

   入力完了後、［完了］をクリックしてください。 

    

 

（８）照度計算が開始され、［照度分布図］画面が表示されます。 

    

座標位置 

3 4 

破線で囲まれた 

範囲（車路）の 

照度計算結果 
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 ４．応接ラウンジの照度計算（汎用照度計算－屋内）     

   
【条件】間口 １５ｍ 奥行き ９．５ｍ 天井高さ ２．８ｍ 計算面高さ ０ｍ 

 反射率 天井５０％、壁３０％、床１０％  器具取付高さ ２．８ｍ 

 器具 フリーＦ３１２ＰＦＡ－ＰＨ９  ２４台 

  ＮＦ１６７０６ １０台 

 

【操作】※あらかじめ「Ｐ社研修施設」を開いておいてください。 

      

（１）メニューバー［ファイル］→［ウィザード入力］を選択してください。［ウィザード入力］画面が 

   表示されます。［汎用照度分布計算］にチェックし、［開始］をクリックしてください。 

     

 

（２）［照度分布図］画面が表示されます。メニューバー［計算条件］→［入力］を選択してください。  

   ［計算条件］画面が表示されます。［屋内照度分布］にチェックし下図のように設定してください。  

   入力完了後、［ＯＫ］をクリックしてください。 
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（３）メニューバーの［照明器具］→［新規追加］を選択してください。 

    
 

（４）［照明器具選択］画面が表示されます。 

ＸＦ３１２ＰＦＡ－ＰＨ９を検索→選択し、［ＯＫ］をクリックしてください。 

 

 

（５）［照明器具データ］画面が表示されます。タブコントロールから［照明器具］［灯具情報］の内容 

   を確認し、［ＯＫ］をクリックしてください。 

 

（６）［照明器具位置］画面が表示されます。［追加］をクリックしてください。 
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（７）［器具位置追加］画面が表示されます。３の［円弧（円の中心＋α）］を選択し、下記のように 

   入力してください。入力完了後、［ＯＫ］をクリックしてください。 

   《付記》その他の器具位置の入力方法はＰ４－１８～２３を参照してください。    

     

 

   照明器具は、点Ａを中心とした半径１．５ｍの円上に８台配置します。 

   器具位置の原点は図面左下となります。 

    入力が完了したら［ＯＫ］をクリックしてください。 

 

    ＸＣ、ＹＣ：図面上の円の中心座標 

    ＶＨＳ：最初の器具を配置する角度  

ＶＨＥ：最後の器具を配置する角度 

ＤＶＨ：円の直径から管軸に垂直な面（Ａ断面という）が何度ずれているかを指定 

例ではＤＶＨ＝９０° 

 

ＶＨＳ～ＶＨＥ間を指定した台数が等間隔で反時計回りに配置されます。 

ＶＨＳ、ＶＨＥはＸ軸上（０°）を基準として反時計回り（－１８０°～１８０°）に指定。 

例ではＶＨＳ（１台目）を０°に設定すると、次ページ左図のように２～８台目を反時計回りに 

配置していくので、ＶＨＥ（８台目）は１台目から３１５°（３６０×７／８）回転したところ 

になります。ＶＨＥは－１８０°～１８０°の範囲で指定するので、３１５°ではなく－４５° 

と入力してください。 

 

（８）［照明器具位置］の画面に戻ります。［図形］をクリックしてください。 

  

 

あ 

円の中心 

（ＸＣ，ＹＣ） 

(VHS=0) 
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（９）（７）で指定した器具位置が図形で確認できます。Ｂ点、Ｃ点を中心とした配置はＡ点を中心 

とした配置とＸ座標が違うだけであとは全く同じです。Ａ点を中心とした８台の器具をコピーし 

て貼り付けると簡単に位置を指定することができます。 

コピーと貼付は図形でも表でもできますが、今回は図形で行います。青色で表示された器具のど 

こかをクリックしてください。表示が赤色になれば器具(８台全部)が選択されたことになります。 

  

 

（１０）メニューバーの［編集］→［コピー］を選択します。 

 
 

（１１）器具の表示が青に戻ります。次にＢ点に器具を貼り付けます。Ｂ点はＡ点からＸ方向に５ｍ 

移動した位置にあるので、［平行移動して貼付］という機能を使います。 

メニューバーの［編集］→［平行移動して貼付］を選択してください。 

《付記》その他の複写方法（Ｐ４－２５）参照 

 

クリック 
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（１２）移動量を入力する画面が表示されるので、下のように半角で入力して［ＯＫ］をクリックして 

ください。 

《付記》移動量（Ｐ４－２５）参照 

 

 

（１３）下のように器具が貼り付けられます。 

  

 

（１４）続けてＣ点に器具を貼り付けます。メニューバーの［編集］→［平行移動して貼付］を選択 

してください。Ｃ点はＡ点からＸ方向に１０ｍ移動した位置にあるので下のように半角で入力し、 

［ＯＫ］をクリックしてください。 

 

 

平行移動により、 

貼り付けられた器具 
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（１５）下のように器具が貼り付けられます。照明器具位置の画面を閉じてください。 

 
 

（１６）次に「ＮＦ１６７０６」を配置します。メニューバーの［照明器具］→［新規追加］を選択 

してください。 

 

 

（１７）［照明器具選択］の画面が表示されます。ＮＦ１６７０６ を検索・選択し、 

［ＯＫ］をクリックしてください。 

 
 

（１８）［照明器具データ］の画面が表示されます。タブコントロールから［照明器具］および 

［灯具情報］を選択して内容を確認し、［ＯＫ］をクリックしてください。 

 

クリック 
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（１９）［照明器具データ］の画面が表示されるので、［追加］をクリックしてください。 

     
 

（２０）［器具位置追加］の画面が表示されます。１の［格子（器具中心＋角度）］を選択してください。 

    「ＮＦ１６７０６」は点Ｄから点Ｅまでの範囲でＸ方向に５台、Ｙ方向に２台、等間隔に配置 

します。したがって、ＸＳ＝１、ＹＳ＝１、Ｈ＝２．８、ＸＥ＝１４、ＹＥ＝８．５、ＮＸ＝５、ＮＹ＝２ となります。 

    数値は半角で入力してください。全て入力が終わると下の画面になります。［ＯＫ］をクリック 

してください。 

 

 

（２１）［照明器具位置］の画面に戻ります。画面を閉じてください。 

 

クリック 
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（２２）照度分布図を見ると器具が追加されているのが確認できます。 

 

 

（２３）今の状態では用紙に対して部屋の大きさが小さいので、①図面枠を変更するか、②縮尺を変更 

    することで表示状態を変更します。メニューバーの［ファイル］→［ページ設定］を選 

択してください。 

 
 

（２４）［ページ設定］の画面が表示されます。設定を変更し[ＯＫ]をクリックしてください。 

 
 

② 

① 

 ①図面枠を変更する 

 ［図面枠］をＡ３横からＡ４横に 

  変更する 

  

 ②縮尺を変更する 

［縮尺］のボックスに半角で 

「１５０」と入力する 

  

《付記》 

 その他の［ページ設定］ 

 表示・印刷に関する様々な設定が 

 できます。 

 Ｐ２－１１～２０を参照してください。 
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（２５）メニューバーの［照度分布］→［計算］を選択すると照度計算が開始され、下の画面が表示さ 

れます。 

 
 

 

 

（２６）ファイルを上書き保存します。ツリービューをクリックし、［ファイル］→［上書き保存］を 

選択してください。 

 
 



 3-29 

５．教室の照度計算（汎用照度計算－屋内）       

 

 

 

【操作】※あらかじめ「Ｐ社研修施設」を開いておいてください。 

 

（１）メニューバー［ファイル］→［ウィザード入力］を選択してください。［ウィザード入力］画面が 

   表示されます。［汎用照度分布計算］にチェックし、［開始］をクリックしてください。 

     

 

【条件（教室）】 

天井高さ ３ｍ  計算面高さ ０．７５ｍ 

反射率 天井５０％、壁３０％、床１０％ 

器具 ＦＳＡ４２５９１Ａ－ＶＰＨ９ １６台 

 

※破線で表示しているのが実際の教室の形状です。 
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（２）メニューバーの［計算条件］→［入力］を選択し、［計算タイプ］の［屋内照度分布］をクリック 

してください。 

    
 

（３）計算範囲は長方形の値を入力します。教室の外側の範囲（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆで囲まれる範囲）を入力 

してください。全て入力が終わると下記のような画面になります。［ＯＫ］をクリックしてください。 

 

 

（４）実際の教室の範囲を指定します。メニューバーの［エリア］→［新規追加］を選択してください。 

 

 

（５）［エリア］の画面が表示されます。Ａ→Ｂ→Ｄ→Ｅの順にそれぞれの点の座標を半角で入力してくだ 

さい。入力が終わると下記の画面になります。入力が終わりましたら画面を閉じてください。 

 
 

クリック 

注）エリアの入力は座標を結ぶ線分が 

交差しない様に半時計回りに入力 

しください。 
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（６）次に器具を追加します。メニューバーの［照明器具］→［新規追加］を選択し、 

ＦＳＡ４２５９１Ａ－ＶＰＨ９を選択してください。 

   
 

（７）［照明器具位置］の画面が表示されるので、［追加］をクリックしてください。 
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（８）［器具位置追加］の画面が表示されます。（３）で指定した計算範囲内に器具を格子状に配置し、 

   後でエリアの外にある器具を削除する、という方法を使います。 

１の［格子（器具中心＋角度）］を選択してください。Ｇ点からＨ点までの範囲でＸ方向に５台、Ｙ 

方向に４台等間隔に配置します。 

今回は水平角（ＶＨ）も入力します。ＶＨは照明器具の水平方向の取付角を表し、上から見たときの 

Ａ断面の方向により図１のように定義されています。今回Ａ断面は図２の方向を向いているので、 

ＶＨ＝９０°になります。 

 図１

ＶＨ＝９０゜

ＶＨ＝１８０゜ ＶＨ＝０゜

ＶＨ＝ー９０゜

ＶＨ（正）

ＶＨ（負）

Ｘ

Ｙ

Ａ断面

図２
Ｘ

Ｙ

 
 

全て入力が終わると下の画面になります。［ＯＫ］をクリックしてください。 

  

 

（９）［照明器具位置］の画面に戻ります。［図形］をクリックしてください。 

 

（１０）（８）で指定した器具位置が図形で確認できます。エリア（点線で表示）にかかっている器具が 

４台あるので、それらを削除します。青色で表示された器具のどこかをクリックしてください。 

  
 

クリック 
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（１１）２０台の器具全部が選択（赤色で表示）されます。４台を個別に選択するために、まず器具を分解 

します。メニューバーの［編集］→［分解］を選択してください。 

 
 

（１２）器具が分解され、表示が青色に戻ります。エリアにかかった器具をクリックして選択してください。 

Ctrlキーを押しながらクリックすると、複数選択することができます。 

 

 

（１３）器具を選択した後、メニューバーの［編集］→［削除］を選択してください。 

 

クリック 
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（１４）選択した４台が削除されました。画面を閉じてください。 

 
 

（１５）メニューバーの［ファイル］→［ページ設定］を選択してください。［ページ設定］の画面が 

表示されます。［照度分布図］タブをクリックしてください。 

 

 

（１６）［エリア内の分布図のみ表示］のチェックボックスをクリックしてチェックをつけ、［ＯＫ］を 

クリックしてください。 

 

クリック 

クリック 
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（１７）メニューバーの［照度分布］→［計算］を選択すると照度計算が開始され、下の画面が表示 

されます。 
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１０．複数室の合成（汎用照度計算―屋内（ＣＡＤ連携）） 

 

CAD 連携機能を使うことにより、CAD 図面から照度分布図を作成する事が可能です。 

 ・ＣＡＤデータ（Ｒ１２形式ＤＸＦ）からの照度計算エリア、器具座標の拾い出し 

・ＣＡＤデータと照度分布図の合成 

       
 

ここではインストールディレクトリの「MATLP60」→「sample」フォルダ内の”Example.dxf”を使用して操

作方法を説明します。    

 
 

【条件】【事務室】間口 ４１ｍ 奥行き １７．１ｍ 天井高さ ３ｍ 計算面高さ ０ｍ 

      反射率 天井５０％、壁３０％、床１０％   

      器具 フリーＦ３２３ＥＸＡ－ＰＨ９ １３６台 器具取付高さ ３ｍ 

 

 【会議室】間口 ２１．３ｍ 奥行き １５．９ｍ 天井高さ ３ｍ 計算面高さ ０ｍ 

       反射率 天井５０％、壁３０％、床１０％   

       器具 直付ＸＬ６８４ＰＦＶ－ＬＴ９ ４８台 器具取付高さ ３ｍ 

 

会議室 

事務室 
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【操作】※あらかじめ「Ｐ社研修施設」を開いておいてください。 

 

（１） メニューバー［ファイル］→［ウィザード入力］を選択してください。［ウィザード入力］画

面が表示されます。［汎用照度分布計算］にチェックし、［開始］をクリックしてください。 

     

 

（２）メニューバーの［計算条件］→［入力］を選択し、［計算タイプ］の［屋内照度分布］を 

クリックしてください。下のように設定してください。 

※［エリアより計算範囲設定］をチェックすることで、計算範囲をエリアで設定した最大値に 

  自動的に設定されます。 

    
 

 
 

（３）室形状を入力します。メニューバー［エリア］→［新規追加］を選択してください。[エリア]画面が 

表示されます。場所の名称「事務室」を入力し、ＤＸＦ図面データを読み込む為、[ＣＡＤ連携]ボタ 

ンをクリックしてください。 
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（４）[ＣＡＤ連携]画面が表示されます。 （開く）アイコンをクリックしてください。 

      [ファイルを開く]画面が表示されます。「Example.dxf」を選択し、「開く」をクリックしてく 

ださい。 

  
 

 

（５）図面が読み込まれた画面が表示されます。 
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（６）図面の縮尺を設定します。 （縮尺設定）アイコンをクリックしてください。下のように 

［ＤＸＦの縮尺］の画面が表示されます。 

縮尺は、１つの線分または２円間の距離から実寸法を拾い出すことにより設定されます。 

ここでは［指定方法］で線分を選択した場合の例を示します。基準となる線分を図面より選択してく 

ださい。選択した線分は緑色で表示されます。 

線分の指定後、実寸法（メートル）を入力します。［距離］のテキストボックスに ８．４ｍ を入力 

してください。 

入力完了後、［確定］をクリックしてください。 

※ アイコンをクリックすると画面を拡大・縮小することができます。 

※いったん選択した線分を取り消したい場合はもう一度クリックしてください。線分の表示が緑色 

から黒色に戻り、選択が解除されます。 

  
 

（７）次に事務室の計算範囲原点（プログラム上では左下隅の座標）を設定します。 

 （原点設定）アイコンをクリックしてください。［原点］画面が表示されます。基準となる２つの 

直線を選択すると、延長線上の交点を原点として設定します。２直線が交差していない場合も自動的 

に交点を計算し、原点を決定します。 

この例では下図の様に交差しない線分を選択します。選択完了後［図形選択終了］をクリ 

ックしてください。 

   

クリック 

クリック 

原点 

【注意】 

CAD図面では寸法値はｍｍ 

（ミリ）で表示されますが、 

ここでは、ｍ（メートル）を 

設定してください。 
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（８）次に室の形状をエリアとして指定します。 （エリア入力）アイコンをクリックしてください。 

［エリア］画面が表示されます。エリア名を入力し、図面から線分や円弧をマウスで反時計回りにクリ 

ックしてエリアを指定してください。この例では太線で囲まれた領域を数字の順番にクリックして指定 

します。指定完了後［図形選択終了］をクリックしてください。 

 
 

（９）[ＣＡＤ連携]画面に戻ります。「ＯＫ」をクリックしてください。 

[エリア]画面が表示され、読み込んだエリア座標値が設定されています。画面を閉じてください。 

 
 

1 

2 
 

3 
 

4 
 

5 
 
 

6 
 
 

7 
 

8 
 

9 
 

クリック 
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（１０）照明器具を指定します。メニューバーの[照明器具]→[新規追加]を選択してください。 

   [照明器具選択]画面が表示されます。「ＸＦ３２３ＥＸＡ－ＰＨ９」を検索→選択し、[ＯＫ]をクリ 

ックしてください。[照明器具データ]画面が表示されます。内容を確認し、[ＯＫ]をクリックしてく 

ださい。 

    
 

（１１）[照明器具位置]画面が表示されます。ＤＸＦ図面データを読み込む為、[ＣＡＤ連携]ボタンをクリ 

ックしてください。 
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（１２）[ＣＡＤ連携]画面が表示されます。 （照明位置入力）アイコンをクリックしてください。 

[器具条件]の画面が表示されます。 

①［5 単体(器具中心)］をクリックしてください。 

②条件を入力してください。この例では［高さ］が３ｍ、［VH］がＸ軸と平行に配置するため、 

９０°になります。 

③図面上の器具形状の線をマウスでクリックして指定してください。 

器具の指定完了後［図形選択終了］をクリックしてください。 

  
 

（１３）上記で指定した器具と類似する図形要素を検索し、下の図のように該当する器具数を表示します。 

   ［ＯＫ］をクリックしてください。左下の図のように（１２）で指定した器具に該当する器具が赤色 

    で表示されます。 

   
 

③線をクリック 

１ 
２ 

３ 
４ 

①クリック 

②入力 
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（１４）次に縦向きに配置した同種の器具を検索行います。(１３)と同様の操作で器具を選択してください。 

条件は［高さ］が３ｍ、［ＶＨ］はＹ軸と平行のため、０°になります。 

※青く選択されている器具は（１３）で設定した器具です。 

 
 

（１５）上記で指定した器具と類似する図形要素を検索し、下図のように該当する器具数を表示します。 

選択された要素は水色で表示されます。［ＯＫ］をクリックしてください。（１３）で指定した 

器具と一緒に赤色で表示されます。 

  
 

線をクリック 
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（１６）要素選択完了後、[ＣＡＤ連携]画面右下の[ＯＫ]をクリックし、選択を確定してください。 

    [照明器具位置]画面が表示され、[ＣＡＤ連携]で設定した照明器具位置の座標が表示されます。 

  
 

          

 

 
 

（１７）エリア設定した部分のみの照度分布図を出力する場合は、 メニューバー[ファイル]→[ページ設定] 

    →[照度分布図]を選択します。 [照度分布図]タブの[エリア内の分布図のみ表示]にチェックして 

    ください。[ＯＫ]をクリックします。 
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（１８）入力画面上に[照度分布図]画面を表示し、メニューバー[照度分布]→[計算]を選択します。 

    照度計算完了後、照度分布図が表示されます。 
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（１９）メニューバー［ファイル］→［ウィザード入力］を選択してください。［ウィザード入力］画 

    面が表示されます。［汎用照度分布計算］にチェックし、［開始］をクリックしてください。 

     

 

（２０）メニューバーの［計算条件］→［入力］を選択し、［計算タイプ］の［屋内照度分布］を 

 クリックしてください。下のように設定してください。 

※ ［エリアより計算範囲設定］をチェックすることで、計算範囲をエリアで設定した最大値に 

  自動的に設定されます。 
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（２１）室形状を入力します。メニューバー［エリア］→［新規追加］を選択してください。[エリア]画面 

が表示されます。場所の名称「事務室」を入力し、ＤＸＦ図面データを読み込む為、[ＣＡＤ連携] 

ボタンをクリックしてください。 

  
 

（２２）[ＣＡＤ連携]画面が表示されます。 （開く）アイコンをクリックしてください。 

       [ファイルを開く]画面が表示されます。「Example.dxf」を選択し、「開く」をクリックして 

ください。 

  
 

（２３）下記メッセージが表示されます。（４）の操作で既に取り込み済みの図面と同じファイルを使用 

します。[はい]をクリックしてください。 
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（２４）図面データの取り込まれた[ＣＡＤ連携]画面が表示されます。 （原点設定）アイコンをクリック 

してください。［原点］画面が表示されます。（７）と同様に部屋の左下隅を設定してください。 

（エリア入力）アイコンをクリックしてください。［エリア］画面が表示されます。エリア名を 

入力し、図面から線分をマウスで反時計回りにクリックしてエリアを指定してください。 

この例では太線で囲まれた領域を数字の順番にクリックして指定します。指定が終わりましたら 

［図形選択終了］をクリックしてください。 

 
 

（２５）エリア入力完了後、「ＯＫ」をクリックしてください。取り込んだエリア座標値が表示されます。 

 
 

（２６）照明器具を指定します。メニューバーの[照明器具]→[新規追加]を選択してください。 

   [照明器具選択]画面が表示されます。「ＸＬ６８４ＰＦＶ－ＬＴ９」を検索→選択し、[ＯＫ]をクリ 

ックしてください。[照明器具データ]画面が表示されます。内容を確認し、[ＯＫ]をクリックしてく 

ださい。 

 

 

2 
 

1 
 

3 
 

4 
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（２７）[照明器具位置]画面が表示されます。ＤＸＦ図面データを読み込む為、[ＣＡＤ連携]ボタンをクリ 

ックしてください。 

 
 

（２８）[ＣＡＤ連携]画面が表示されます。 （照明位置入力）アイコンをクリックしてください。 

[器具条件]の画面が表示されます。 

①[器具条件]タブより、器具の取付け高さ３ｍ、器具の向き（ＶＨ）を設定します。 

②[ブロック選択]タブをクリックし、[ブロック選択を行う]にチェックします。ブロックリストが 

選択可能になります。予め、ＣＡＤ図面上で照明器具を「ＫＩＧＵ」として要素名を登録されて 

いるので、リストから「ＫＩＧＵ」を選択します。水色で表示されます。 

③図面から「ＫＩＧＵ」と設定した要素を選択してください。緑色で表示されます。 

④［図形選択終了］をクリックしてください。 

⑤類似する図形要素を検索し、該当する器具数を表示します。選択された要素は赤で表示されます。

⑥［ＯＫ］をクリックしてください。照明器具の位置座標が設定されます。 

  
 

           
 

① 

② 

③ 

クリック 

④ 

⑥ ⑤ 

⑦ 
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（２９）入力画面上に[照度分布図]画面を表示し、メニューバー[照度分布]→[計算]を選択します。 

    照度計算完了後、照度分布図が表示されます。 

 
 

（３０）（１８）（２９）で作成した照度分布図をＣＡＤ図面に貼付けます。 

    ツリービューをアクティブにし、メニューバー[ファイル]→[照度分布図合成出力]を選択します。 
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（３１）[照度分布図合成出力]画面が表示されます。出力するセクションの設定を行います。 

① 出力形式を選択する（例では[ＤＸＦ出力]）。 

② [出力しないセクション]一覧より、出力するセクションを選択する。 

③  ボタンをクリックし[出力するセクション]一覧に移動する。 

④[ＯＫ]をクリックする。 

⑤出力先（ＤＸＦファイル保存先）を指定する。 

※保存ファイル名は「LP_読み込み DXF ファイル名.DXF」になります。 

  
 

（３２）ＣＡＤ図面と合成した照度分布図が出力されます。 

 
 

 

    

① 

② 

③ 

④ 

（３１）の出力設定が[印刷]

の場合は、表示されません 
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１１．カフェの照度計算 

   （汎用照度計算－屋内（下絵取込機能））         
 

下絵取込機能を使うことにより、ＪＰＥＧ形式の図面から照度分布図を作成する事が可能です。 

 ・照度計算エリア、器具座標の拾い出し 

 

ここではインストールディレクトリの「MATLP60」→「sample」フォルダ内の”Example.JPEG”を使用して

操作方法を説明します。    

  
 

【操作】※あらかじめ「Ｐ社研修施設」を開いておいてください。 

 

（１） メニューバー［ファイル］→［ウィザード入力］を選択してください。［ウィザード入力］画

面が表示されます。［汎用照度分布計算］にチェックし、［開始］をクリックしてください。 

    

【条件】 

場所名 カフェ 

間口  １０ｍ 奥行き  １３ｍ  

天井高さ ３ｍ 計算面高さ １ｍ 

反射率 天井５０％、壁３０％、床１０％   

 

器具 

○ダウンライト NL78857WK(LDA7W)  取付高さ 3ｍ 

ダウンライト NNN62450W     取付高さ 3ｍ 

ペンダント  LB12503      取付高さ 1.4ｍ 

□ブラケット  LGB81566      取付高さ 2ｍ 
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（２）メニューバーの［計算条件］→［入力］を選択し、［計算タイプ］の［屋内照度分布］を 

クリックしてください。下のように設定してください。 

※［エリアより計算範囲設定］をチェックすることで、計算範囲をエリアで設定した最大値に 

  自動的に設定されます。 

    
 

 
 

（３） 室形状を入力します。メニューバー［エリア］→［新規追加］を選択してください。 

[エリア]画面が表示されます。名称を入力し、ＪＰＥＧ図面データを取り込む為、[下絵取込]ボタ

ンをクリックしてください。 

 
 

（４）[下絵取込]画面が表示されます。 （開く）アイコンをクリックしてください。 

      [ファイルを開く]画面が表示されます。「Example.JPG」を選択し、「開く」をクリックしてく 

ださい。 
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（５）図面が読み込まれた画面が表示されます。 

 
 

（６）図面の縮尺を設定します。 （縮尺設定）アイコンをクリックしてください。下のように 

  ［下絵の縮尺］画面が表示されます。 

縮尺は、水色の十字カーソルで指定する 2 点間の距離を基準長さとして設定します。基準長さを 

１０ｍと設定し、[確定]をクリックしてください。 

   
 

（７）次に原点（プログラム上では左下隅の座標）を設定します。 （原点設定）アイコンをクリックして 

   ください。水色の十字カーソルが表示されます。原点を設定し、原点位置と基準線の傾きを指定して 

   ください。 

  

クリック 

基準線クリック 
原点 
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（８）次に室の形状をエリアとして指定します。 （エリア入力）アイコンをクリックしてください。 

図面から部屋形状を反時計回りにクリックしてエリアを設定してください。この例では太線で囲まれ 

た領域を数字の順番にクリックして指定します。指定完了後［確定］をクリックしてください。 

  
 

（９）設定したエリアが赤で表示されます。[ＯＫ]をクリックしてください。取り込んだエリア座標値が 

表示されます。 

取込み座標が計算条件で設定した範囲より大きい場合や歪な場合は、直接数値を修正してください。

  
 

1 

 

2 

3 
4 

5 6 

7 8 
9 10 

11 12 

13 14 

15 16 

17 18 

【取込値修正】 
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（１０）○ＮＬ７８８５７ＷＫの照明器具を指定します。メニューバーの[照明器具]→[新規追加]を選択し 

てください。[照明器具選択]画面が表示されます。 

「ＮＬ７８８５７ＷＫ」を検索→選択し、[ＯＫ]をクリックしてください。[照明器具データ]画面 

が表示されます。ランプＬＤＡ７Ｗを選択し、[ＯＫ]をクリックしてください。 

  
 

（１１）[照明器具位置]画面が表示されます。図面データを取り込む為、[下絵取込]ボタンをクリック 

    してください。  
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（１２）[下絵取込]画面が表示されます。 （照明位置入力）アイコンをクリックしてください。 

[器具条件]の画面が表示されます。 

①［5 単体(器具中心)］をクリックし、器具の取付け高さを３ｍと入力してください。 

②図面上の器具形状○の中心をマウスでクリックして指定してください。 

③器具の指定完了後、[確定]をクリックしてください。 

 
 

 

（１３）[下絵取込]画面が表示されます。[ＯＫ]をクリックしてください。指定した器具座標値が表示され 

 ます。 

     
 

②中心をクリック 

① 

③ 
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（１４） ＮＮＮ６２４５０Ｗを設定します。メニューバー[照明器具]→[新規追加]を選択し、前述と同 

様の操作を行います。 [ＯＫ]をクリックし、[明器器具データ]画面を閉じてください。 

  
 

（１５）[照明器具位置]画面が表示されます。図面データを取り込む為、[下絵取込]ボタンをクリ 

ックしてください。 

  
 

（１６）[下絵取込]画面が表示されます。 （照明位置入力）アイコンをクリックしてください。 

[器具条件]の画面が表示されます。 

①［5 単体(器具中心)］をクリックし、器具の取付け高さを３ｍと入力してください。 

②図面上の器具形状 の中心をマウスでクリックして指定してください。 

③器具の指定完了後、[確定]をクリックしてください。 

 

中心をクリック 
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（１７）[下絵取込]画面が表示されます。[ＯＫ]をクリックしてください。指定した器具座標値が表示され 

    ます。 

 

（１８） ペンダントＬＢ１２５０３を設定します。メニューバー[照明器具]→[新規追加]を選択し、 

前述と同様の操作を行います。 

 

（１９）[照明器具位置]画面が表示されます。図面データを取り込む為、[下絵取込]ボタンをクリ 

ックしてください。 

 

（２０）[下絵取込]画面が表示されます。 （照明位置入力）アイコンをクリックしてください。 

[器具条件]の画面が表示されます。 

①［5 単体(器具中心)］をクリックし、器具の取付け高さを１．４ｍと入力してください。 

②図面上の器具形状 の中心をマウスでクリックして指定してください。 

③器具の指定完了後、[確定]をクリックしてください。 

 
 

（２１）[下絵取込]画面が表示されます。[ＯＫ]をクリックしてください。指定した器具座標値が表示され 

    ます。 

     
 

中心をクリック 
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（２２）□ブラケットＬＧＢ８１５６６を設定します。メニューバー[照明器具]→[新規追加]を選択し、 

前述と同様の操作を行います。この時、配光曲線を確認し、配光の向きを確認しておきます。 

下図よりＡ’が壁面側と確認できます。[ＯＫ]をクリックしてください。 

 
 

（２３）[照明器具位置]画面が表示されます。図面データを取り込む為、[下絵取込]ボタンをクリ 

ックしてください。 

 

（２４）[下絵取込]画面が表示されます。 （照明位置入力）アイコンをクリックしてください。 

[器具条件]の画面が表示されます。 

①［5 単体(器具中心)］をクリックし、器具の取付け高さを２ｍと入力してください。 

 （２２）でＡ’が壁側と確認しているので、水平角を１８０度と入力してください。 

 （詳しくは、「４．照明器具について」を参照ください） 

②図面上の器具形状□の中心をマウスでクリックして指定してください。 

③器具の指定完了後、[確定]をクリックしてください。 

 
 

（２５）[下絵取込]画面が表示されます。[ＯＫ]をクリックしてください。指定した器具座標値が表示され 

    ます。 

     

中心をクリック 
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（２６）入力画面上に[照度分布図]画面を表示し、メニューバー[照度分布]→[計算]を選択します。 

    照度計算完了後、照度分布図が表示されます。 

    照度ラインも分かり難く部屋形状の外にも照度ラインある為、見栄えを修正します。 

 
 

（２７）メニューバー[ファイル]→[ページ設定]を選択してください。[ページ設定]画面が表示されます。 

    ①[用紙設定]タブをクリックし、[縮尺]を[１／１００]に変更する。 

    ②[照度分布図]タブをクリックし、[エリア内の照度分布図のみ表示]にチェックする。 

    ③[照度ライン]タブをクリックし、[照度ライン自動設定]のチェックを外し、任意の照度ラインを 

指定する。    

   ① 

  
 

②                   ③  
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（２８）入力画面上に[照度分布図]画面を表示し、メニューバー[照度分布]→[計算]を選択します。 

    照度計算完了後、ページ設定が反映された照度分布図が表示されます。 

 



 

 第４章    

    機能の説明

�この章ではルミナスプランナーの機能について

詳細に説明します。 

     

１． 計算条件について 

２． 照明器具について 

３．エリアについて 

４． ＣＡＤ連携について 

５． 下絵取込について 

６． その他機能について 
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１．計算条件について                  
 

【場所名】 

計算を行う部屋・場所の名称などを入力します。 

 

 【計算タイプ】 

計算の目的別に選択してください。 

 

 【計算点数】 

  照度分布は計算範囲で定義した面上に等間隔に計算点を定義し、それぞれの計算点の照度を逐点法によ 

る計算をすることによって照度分布を作図します。 

 

計算点は出力結果として得られる平均照度などの計算精度、計算時間に大きな影響があります。 

横・縦の計算点の間隔差が大きい場合、照度分布が歪になります。 

計算点間隔を細かくすると計算時間がかかりますが、計算点を粗くすると精度が悪い計算結果にな 

ります。 

 

  ・計算点数 

   
      横・縦の各計算点数を設定 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

【エリアより計算範囲設定】 

  入力したエリアの最大矩形を計算範囲の間口（横）、奥行（縦）に設定します。 

・エリア最大矩形の左下が原点（0,0）になるようにエリアおよび器具位置座標を補正する。 

・有効数字は、小数点以下 1 桁とする。（小数点以下 2 桁目を四捨五入） 

 

 

・計算ピッチ 

    
  横・縦の計算ピッチを少数第３位までの数値で整数値に 
  割切れる値に設定 
  HL or XL/計算ピッチ横 及び VL or YL/計算ピッチ縦が 
  整数値で割り切れ、かつ、下式で求めた計算点数が 40401 
  以下でなければ計算できません。 
 
  計算点数=(HLorXL/計算ﾋﾟｯﾁ横+1)×(VLorYL/計算ﾋﾟｯﾁ縦+1) 
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ウィザード入力 屋内平均照度所要台数計算 

 部屋の条件や必要照度・照明器具（１種類）を入力することで、台数や配置を自動的に計算します。 

  

  
 

【計算範囲】 

 計算対象の部屋の間口（ＸＬ）、奥行（ＹＬ）を入力します。 

 

【天井高さ】 

 床面からの高さを入力します。 

 

【反射率】 

 天井、壁、床の反射率を％で入力します。 

 ※非常照明の計算を行う場合、全ての反射率を 0％に設定してください。 

 

【計算面高さ】 

 机上面や床など、床面からの高さを入力します。 
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ウィザード入力 屋内計算 

  照明器具（１種類）を配置し、天井、壁、床の反射を考慮した水平面の照度計算を行います。 

事務所など、主に屋内の照度計算を行う場合に使用します。 

  
 

【計算範囲】 

 計算対象の部屋の間口（ＸＬ）、奥行（ＹＬ）を入力します。 

 

 ［エリアより計算範囲設定］ 

  チェックした場合、［次へ］で設定する［エリア］の縦・横の最大値を設定します。 

    

【天井高さ】 

 床面からの高さを入力します。 

 

【器具高さ】 

  照明器具の発光面の高さを設定します。指定がない場合は、天井高さと同じになります。 

 

【計算面高さ】 

 机上面や床など、床面からの高さを入力します。 

 

【反射率】 

 天井、壁、床の反射率を％で入力します。 

 ※非常照明の計算を行う場合、全ての反射率を 0％に設定してください。 
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ウィザード入力 屋外計算 

  照明器具（１種類）を配置し、空間の反射を考慮しない照度計算（直射）を行います。 

公園など、主に屋外の照度計算を行う場合に使用します。 

 

  
 

  【計算範囲】 

   計算対象の面の大きさ 横（Ｘ方向）、縦（Ｙ方向）を入力します。 

 

 ［エリアより計算範囲設定］ 

  チェックした場合、［次へ］で設定する［エリア］の縦・横の最大値を設定します。 

    

【器具高さ】 

  照明器具の発光面の高さを設定します。 
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汎用照度分布計算 屋外照度分布 

 空間の反射を考慮しない計算（直射）を行います。 

公園など、主に屋外の照度計算を行う場合に使用します。  

 

 
     

  【計算範囲】 

   計算対象の面の大きさ横（ＨＬ）、縦（ＶＬ）を入力します。 

 

 ［エリアより計算範囲設定］ 

  チェックした場合、［次へ］で設定する［エリア］の縦・横の最大値を設定します。 

 

【計算面高さ】 

 床面からの高さを入力します。 
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汎用照度分布計算 屋内照度分布 

  天井、壁、床の反射を考慮した水平面の照度計算を行います。 

事務所など、主に屋内の照度計算を行う場合に使用します。 

 

  
 

【計算範囲】 

 計算対象の部屋の間口（ＸＬ）、奥行（ＹＬ）を入力します。 

 

 ［エリアより計算範囲設定］ 

  チェックした場合、［次へ］で設定する［エリア］の縦・横の最大値を設定します。 

 

【天井高さ】 

 床面からの高さを入力します。 

 

【反射率】 

 天井、壁、床の反射率を％で入力します。 

 

  
 

 【計算面高さ】 

 机上面や床など、床面からの高さを入力します。 

 

  

 

※反射率を設定した場合、鉛直方向に器具を 

 傾けた計算はエラーメッセージが表示されます。 

 ［間接分の照度計算を精度を上げて計算］に 

  チェックする事により計算が可能です。    

 

※非常照明の計算を行う場合、暗闇を想定する為、 

 全ての反射率を 0％に設定してください。 
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２．照明器具について                  
 

照明器具のＡ断面・Ｂ断面について 
Ａ断面とは配光を測定する際の測定開始位置です。原則的には下記のような方向がＡ断面になります。 

特殊な照明器具については、配光曲線を見て確認する必要があります。 

 

・ 一般蛍光灯の場合    ・道路灯の場合 
原則的には管軸に垂直な所がＡ断面になります。  原則的には車道側がＡ断面になります。 

Ａ

      

Ａ

 
 

  Ａ断面を基準に、９０°がＢ断面、１８０°がＡ’断面、２７０°がＢ’断面になります。 

（照明器具を上から見た場合です。） 
Ｂ断面

Ａ断面（基準）

Ｂ’断面

Ａ’断面

 
 

照明器具取付角について（水平角・鉛直角） 
水平角（ＶＨ） 
水平角（ＶＨ）は照明器具の水平方向の取付角を表し、上から見た時のＡ断面の方向を下図①のように 

入力します。図②のような方向にＡ断面を向ける場合、ＶＨは９０°と入力してください。 

①�      ② 

図１

ＶＨ＝９０゜

ＶＨ＝１８０゜ ＶＨ＝０゜

ＶＨ＝ー９０゜

ＶＨ（正）

ＶＨ（負）

Ｘ

Ｙ

Ａ断面

図２
Ｘ

Ｙ

 
 

鉛直角（ＶＡ）※ルミナスプランナーライトにこの機能はありません。 
  鉛直角（ＶＡ）は照明器具の鉛直方向の取付角を表し、下図右のようにＶＡを指定することで照明器具 

を水平以外に取り付けて計算を行なうことが可能です。下図左のように照明器具を傾けないで取り付け 

た場合のＶＡは０°となります。又、照明器具を横に取り付けた場合のＶＡは９０°になります。 
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照明器具の選択方法について 
照明器具を選択するには、以下の４つの方法があります。照明器具選択を行うまでの操作は、「第３章操

作例」を参照してください。 

 

汎用照度計算で使用できる器具台数 

器具種類 １０種類   台数   １４００台／種類 

 

品番指定 

①「器具品番」に品番を入力して[検索]をクリックしてください。品番一覧が表示されます。 

②品番一覧より該当の器具品番を選択してください。 

次のような画面が表示されます。入力した品番が登録されている品番と完全に一致した場合は、 

一致した品番から表示されます。 

完全に一致しない場合は、入力した品番の１つ前から順に登録されている品番が表示されます。 

表示される品番は、照明器具品番でアルファベット順にソートされています。 

 

※品番の前半部分の漢字・カタカナ・ひらがなは入力する必要はありません。 

 例：埋込ＸＦ３２３ＰＦＡの場合 → ＸＦ３２３ＰＦＡ 

   
 

◆品番は必ず半角で入力してください。（全角で入力すると、正確に検索されません） 

◆品番は途中までの入力でも検索可能です。 

 

電源別置型の非常照明器具や低温用器具を選択した場合は、下記の［掛率入力］の画面が表示れ 

ます。０．００１～９．９９９の範囲でランプ光束に掛ける係数を入力してください。 

         
非常時の電源能力、低温時の補正等によるランプ光束の低下を考慮する時に入力します。 
 

【予備電源別置型の非常用照明器具を使用する場合】 

３０分間非常点灯後の予備電源（蓄電池）の電圧降下、および配線による電圧降下の総和

を考慮した器具端子電圧により照度を計算します。 

電圧による光束換算係数を入力してください。 

 

【低温用照明器具を使用する場合】 

一般に蛍光灯の光出力はランプの周囲温度によって変化するため、２５度の無風環境で測定され 

る配光データを低温領域でのみ使用される器具にそのまま使用しても意味がありません。そこ

で、 

照度計算の際には、２５度の無風環境における配光データを基本として、周囲温度ごとに器具効 

率を補正する必要があります。 

品番一覧 

選択した器具の姿図と仕様 

ネット接続 OFFの場合、 

表示されない場合があります。 
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名称選択※ルミナスプランナーライトにこの機能はありません。 

[照明器具選択]画面で[名称選択]タブをクリックすると①[スタイル名称]の画面が表示されます。 

ラジオボタン[ランプ名称]にチェックをすると②の画面が表示されます。 

 

① [スタイル] →[ランプ] →[品番]から選択    

   
 

 

② [ランプ] →[スタイル] →[品番]から選択  
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お勧め選択 

[照明器具選択]画面で[お勧め選択]タブをクリックすると［お勧め検索］画面が表示されます。 

設置場所・部位・器具種類を絞りこむことで、お勧めする器具を選択することが可能です。 

該当品番を選択し、［ＯＫ］をクリックしてください。 

  
 

配光手入力分※ルミナスプランナーライトにこの機能はありません。 

[照明器具選択]画面で［配光手入力分］タブをクリックすると次のような画面が表示されます。 

照明器具データの参照先にｓｓｈ形式のファイルを保存すると選択可能になります。 

  
 

【照明器具の参照先】 

  メニューバー「ファイル」→「環境設定」→「データディレクトリ」の「照明器具」に記載 
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照明器具データについて 
 照明器具の選択が終わると［照明器具データ］の画面が表示されます。画面に表示されている内容に変更 

がなければ、そのまま[ＯＫ]をクリックしてください。 

 

照明器具 

 
 

【光束係数】 

ランプ姿勢等によるランプ光束の低下を考慮したいときに入力します。 

通常１．０で０．００１～９．９９９の範囲で入力してください。 

 

・マルチハロゲンランプを使用する場合 

マルチハロゲンランプは点灯方向により光束が変化します。 

従ってマルチハロゲンランプ等を使用して照明設計されるときは、光束係数に光束低下を考慮した値 

を入力してください。 

例えば、野球場などのグランド投光照明でＳＣ形のランプを使用して設計を行なう場合、器具の取付 

角度は６０°～７０°程度になります。光束係数に０．９を入力して計算してください。 

また電圧降下などのランプ光束が低下する要因が考えられる時は、その値を光束係数に考慮してくだ 

さい。 
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【シンボルタイプ・シンボルＮＯ】 

照明器具の図面上への表示形式を選択することができます。 

 

「シンボルタイプ 器具形状 ・２・３」 

発光部寸法が０でないときは長方形で表示され、０のときは記号で表示されます。 

  「シンボルタイプ 照射方向 ・２」 

照射方向を矢印で表示します。 

※器具形状３と照射方向２はカラーで表示されます。 

 

 
 

 

 

【器具再選択】 

［照明器具選択］の画面に戻ります。 
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灯具詳細 

 

 
【発光部寸法】 

照明器具の実際に光っている部分の寸法（長さ×幅）です。幅はＡ断面方向の寸法で、長さがＢ断面 

方向の寸法です。発光部寸法を入力することで照明器具の大きさを考慮した照度分布を計算できます。 

※小型ダウンライトで床面を照らす時など、器具の大きさを考慮しなくてよい場合は、発光部寸法は 

長さ・幅ともに０を入力してください。 

 

【ランプ】 

ドロップダウンリストボックスから使用するランプを選択してください。ランプ品名～保守率は自動 

的に表示されます。 

 

◆保守率の値は、ランプを選択した直後は屋内・中が表示されます。 

（事務室や店内など一般に使用される施設の場合の値） 

屋外などで使用し、保守率の値が違う場合は変更してください。 

 

 

【配光曲線】 

表示形式で「ポーラ」を選択すると①の画面に、「片対数」を選択すると②の画面になります。 

《付記》Ａ断面、B断面についてはＰ４－６参照 

 

①          ② 
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照明器具位置について 
 汎用照度計算の場合、照明器具の選択が終わると下の［照明器具位置］が表示されます。 

 ＜表モード＞ 

 
 

＜図形モード＞ 

 
 

【図形（表）】 

表モード・図形モードを切り替えます。初期画面は表モードになります。 

 

【追加】  

照明器具の位置を入力します。 

入力方法については下の「器具位置の追加について」を参照してください。 

 

【編集】 

図形モードの時のみ使用し、クリックすることで器具位置を編集することができるようになります。 

 

【データ変更】 

照明器具を再選択する時に使用します。クリックすると［照明器具選択］の画面が表示されます。 

  

 【ＣＡＤ連携】 

  照明器具位置の入力をＣＡＤ図面から拾い出す時に使用します。 

 

 【下絵取込】 

  照明器具位置の入力をＪＰＥＧやＤＸＦ図面から拾い出す時に使用します。 
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器具位置の追加について 
 器具位置は、以下の４種類の方法で追加できます。 

    部は、ルミナスプランナーライトの機能にはありません。 

 

１．格子（器具中心＋角度） 
  器具の取付高さ、方向、角度が一定で、かつＸ方向とＹ方向の取付間隔が同じ場合に使用します。 

  「取付ピッチ」ダイアログボタンをチェックする事で、器具間隔を指定できます。 

 

＜表モード＞（右図の番号は行番号を表します） 

  

Ｙ

ＹＥ

ＮＸ

ＮＹ

Ｘ

ＸＥ

ＸＳ

ＹＳ

４

１

２

３

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

 
 

 ＜図形モード＞ 

 下のような画面が表示されるので、取付高さ、Ｘ方向・Ｙ方向台数などを入力し、［ＯＫ］をクリック 

してください。 

 図形モードの画面に戻るので、左下器具中心、右上器具中心をマウスでクリックして指定してください。 

  
 

ＸＤ 

ＹＤ 
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２．単体（器具中心＋照射点） 
  ※ルミナスプランナーライトにこの機能はありません。 

 

器具の取付位置と照射点が決まっている場合に使用します。照射点は器具中心軸がＸＹ平面（Ｚ＝０）と 

交わる点です。 

＜表モード＞ 

 

Ｚ Ｙ

Ｘ
Ｘ

ＡＸ

Ｙ
ＡＹ

 
  

 

 ＜図形モード＞ 

 取付高さを入力し、［ＯＫ］をクリックしてください。器具中心・照射点はマウスで指定してください。 
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３．円弧（円の中心＋α） 
同心円上に器具を配置する場合に使用します。ＶＨＳで指定した角度に最初の器具が配置されます。そこ

から円弧上反時計回りに、ＶＨＥで指定した角度まで器具が等角度に配置されます。ＶＨＳ，ＶＨＥはＸ

軸上を基準（０°）として反時計回り（－１８０°～１８０°）に指定してください。水平方向のずれ（Ａ

方向）は直径とＡ断面方向のずれ角を入力します。例えば A断面を円の中心に向ける時は１８０と入力し、

円の中心と反対に向ける時は０と入力します。鉛直角（Ａ方向）は水平方向のずれで定義したＡ断面方向

を基準にして器具を傾けます。 

＜表モード＞ 

 

２

１

３４

Ｒ
ＶＨＥ

Ｘ

ＶＨＳ

（ＸＣ、ＹＣ）

ＤＶＨＡ断面

 
 

＜図形モード＞ 

取付高さ、円の半径・台数などを入力し、［ＯＫ］をクリックしてください。円の中心はマウスで指定し

てください。 
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４．円弧（円の３点中心＋α） 
円弧上に器具が配置されている場合に使用します。器具のＡ断面方向は円弧の中心と反対に向きます。 

鉛直方向に器具を傾けることはできません。 

＜表モード＞ 

 
 

＜図形モード＞ 

取付高さ、台数などを入力し、［ＯＫ］をクリックしてください。器具の中心３点はマウスで指定して 

ください。 
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５．単体（器具中心＋角度） 
器具を 1台ずつ入力する場合に使用します。 

＜表モード＞ 

  
 

＜図形モード＞ 

 取付高さなどを入力し、［ＯＫ］をクリックしてください。器具の中心はマウスで指定してください。 
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６．単体（照明塔名＋照射点） 
  ※ルミナスプランナーライトにこの機能はありません。 

 
テニスコートや野球場のように、照明器具がある 1点に多く取り付けられ、その 1点からそれぞれの照明 

器具の照射方向が決まっている場合に使用します。地面照射点はＸＹ平面（Ｚ＝０）と交わる点です。 

器具位置を追加するには、あらかじめ照明塔の位置を入力しておく必要があります。 

 

＜表モード＞ 

 

Ｚ

Ｘ

Ｙ

ＡＸ

ＡＹ

 
 

＜図形モード＞ 

照明塔を選択し、［ＯＫ］をクリックしてください。地面照射点はマウスで指定してください。 

 
 

器具位置タイプの変更 
 鉛直方向の傾きを設定した場合、タイプ２、タイプ５、タイプ６を切り替える事ができます。 

  ※タイプ６からタイプ２とタイプ５へ切り替える事はできますが、器具タイプ６へ切り替える事は 

  できません。 

  【タイプ２】照射方向指定（Ｐ４－１７） 

  【タイプ５】取付角度指定（Ｐ４－２０） 

  【タイプ６】照明塔＋照射方向指定（Ｐ４－２１） 

 

 変更する行を選択して、【タイプ２へ】・【タイプ５へ】をクリックしてください。 
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器具位置の移動について 
＜表モードの場合＞ 

変更したい器具位置の行番号をダブルクリックすると、［器具位置変更］の画面が表示されるので、器具 

の座標などを変更してください。 

  
 

 
 

 

 ＜図形モードの場合＞ 

 移動させたい器具をマウスで囲い込む様に選択し（赤線で表示されます）、ドラッグしてください。 

       
 

器具位置の削除について 
＜表モードの場合＞ 

削除したい行番号をクリックして選択し、メニューバーの［編集］→［削除］を選択してください。 

 

＜図形モードの場合＞ 

削除したい器具をクリックして選択し、メニューバーの［編集］→［削除］を選択してください。 

 

ダブルクリック 

ドラッグ 
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器具位置の複写について 
 ＜表モードの場合＞ 

コピー元の行番号をクリックして選択し、メニューバーの［編集］→［コピー］を選択してください。次

にコピー先の行番号をクリックして選択し、メニューバーの［編集］→貼り付けたい方法を選択してくだ

さい。（貼り付け方法の種類は下記を参照） 

 

＜図形モードの場合＞ 

コピー元の器具データをクリック又はドラッグして選択し、メニューバーの［編集］→［コピー］を選択

してください。 

次にメニューバーの［編集］→貼り付けたい方法を選択してください。 

（貼り付け方法の種類は下記を参照） 

 

座標変更して貼付け 
変更したい項目のチェックボックスにチェックをつけ、貼り付けたい位置の座標を入力してください。 

    
 

平行移動して貼付け 

  器具を移動させる距離、高さを入力してください。  

      
 

回転移動して貼付け 

   器具を移動させる角度を、元の器具を基準として反時計回りに入力してください。 

         
 

対称移動して貼付け 

  対称軸上の任意の点と、対称軸の傾き（例えばＹ軸と平行ならば９０）を入力してください。 

            
※「貼付け」を選ぶと、コピー元と全く同じ座標で器具が貼り付けられます。 

※器具位置を別のセクションに貼り付けることもできます。 

Ｚ

Z 

Ｙ 

Ｘ Ｘ 

Ｙ 

Ｈ

H 
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照明器具の重なり確認 

 器具が同じ座標に配置されているかを＜図形モード＞の表示色で確認できます。 

  

  

照明器具の削除 
 ※ウィザード入力の屋内全般所要台数計算・屋内計算・屋外計算ではできません 

選択した照明器具を削除するには、左側の画面に表示された器具品番をクリックしてメニューバーの 

［編集］→［削除］を選択してください。 

メッセージが表示されますので、確認してクリックしてください。 

◆汎用照度計算で、器具位置を入力済みの照明器具を削除した場合、器具位置ごと削除されますので 
注意してください。 

    
 

 

照明器具の複写 
 ※ウィザード入力の屋内全般所要台数計算・屋内計算・屋外計算ではできません 

照明器具の品番や位置などの条件をそのまま複写する場合は、左側の画面のなかで複写元の照明器具を 

選択し、メニューバーの［編集］→［コピー］を選択してください。（ここでは、ＮＤＮＮ７５０１０を 

０６：事務所へコピーしています） コピー先の場所をクリックして選択し、メニューバーの［編集］→ 

［貼り付け］を選択すると照明器具がコピーされます。 

①�      ②     ③ 

         

緑：完全同座標 

マジェンタ：高さ違い 

表示色 

緑    ：Ｘ、Ｙ、Ｈ 全ての座標が同じ器具がある場合 

マジェンタ：Ｘ、Ｙが同じ座標、Ｈ（高さ）が異なる器具がある場合 

青    ：緑、マジェンタ以外の場合 
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３３３３．．．．エリアエリアエリアエリアについてについてについてについて                                                                        
エリアとは、指定した範囲内の平均照度を求める時に入力します。入力できるエリアは 1 つの照度計算に

対して１５１５１５１５エリアエリアエリアエリアまでまでまでまでです。例えばフロアなどの照度計算を行う場合に、執務室、廊下、全体などのエリ

アを入力することで、その範囲内の平均照度を計算することができます。入力しない場合は計算範囲全体

の平均照度を計算します。 

※ウィザード入力の屋内計算と屋外計算は１エリアまで 

 

エリアエリアエリアエリアのののの追加追加追加追加についてについてについてについて    
 メニューバーの［エリア］→［新規追加］を選択してください。下記の画面が表示されます。入力が終 

わりましたら画面を閉じてください。 

 

  ＜表モード＞  

  
 

＜図形モード＞ 

 
 

 ＜表モードの場合＞ 

  エリアの各頂点の座標を、結結結結ぶぶぶぶ線分線分線分線分がががが交差交差交差交差しないしないしないしない様様様様にににに反時計周反時計周反時計周反時計周りりりりで入力してください。 

座標は２４０２４０２４０２４０点点点点までまでまでまで入力可能です。 

   

 ＜図形モードの場合＞ 

  ［追加］ボタンをクリックしてボタンの表示を  としてください。エリアの各頂点の座標を 

ねじれないように反時計周りでクリックして指定してください。座標は２４０２４０２４０２４０点点点点までまでまでまで入力可能です。 
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エリアエリアエリアエリア名名名名・・・・頂点座標頂点座標頂点座標頂点座標のののの変更変更変更変更についてについてについてについて    
メニューバーの［エリア］から変更したいエリアを呼び出します。上記のようなエリアの画面が表示され

るので、エリア名・エリアの各頂点を変更してください。 

    

エリアエリアエリアエリアのののの削除削除削除削除・・・・複写複写複写複写についてについてについてについて    
エリアの複写・削除方法は照明器具の場合と同じです。 

    

エリアエリアエリアエリア指定時指定時指定時指定時ののののエラーエラーエラーエラーについてについてについてについて    
照度計算を行ったときに下記のようなエラーメッセージが表示された場合の解消方法 

 

【同じエリア点があります】 

①のようにエリア指定の最後にもう一度エリアの始点を入力している場合表示されます。 

②最後の行を削除してください。 

①�      ② 

               

 

同じ頂点 
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４４４４....ＣＡＤＣＡＤＣＡＤＣＡＤ連携機能連携機能連携機能連携機能についてについてについてについて                                                            
    
ＣＡＤ連携機能は、[エリア]画面・[照明器具位置]画面で機能します。 

[エリア] 

  

    
[照明器具位置] 

  

    

画面操作画面操作画面操作画面操作    

画面操作アイコン を使用して図面の見たい部分を表示できます。 

 

・画面操作アイコン 

 ･･･ 縮小ズームを行います。 

 ･･･ 拡大ズームを行います。 

 ･･･ 全画面表示を行います。 

 ･･･ 範囲ズームを行います。拡大したい部分を四角形の窓で指定するとその部分 

が拡大表示されます。 

 ･･･ パンスクロールを行います。アイコンをクリックした後、図面上でマウスの 

左ボタンを押したまま、マウスを上下左右に動かすと、リアルタイムに視 

点の移動をすることができます。パンスクロールを解除する場合はＥＳＣ 

キーをおしてください。 

 

ＤＸＦＤＸＦＤＸＦＤＸＦ図面取込図面取込図面取込図面取込    

 

①メニューバー「ファイル」→「新規作成」を選択してください 

②「新規作成」画面の▼をクリックし、「汎用照度分布計算」を選択→「ＯＫ」をクリックしてください 

③メニューバー「エリア」もしくは[照明器具]→「新規追加」を選択してください。 

④「エリア」もしくは[照明器具]画面が表示される 

⑤「CAD 連携」ボタンをクリックする 

⑥ アイコンをクリック 

 ・寸法スタイル・塗り潰し・スプラインなどの属性には対応してません。あらかじめＣＡＤ上 

で他の要素（線分・ポリラインなど）に変更しておいてください。 

・Ｒ１２Ｊ以外の形式で読み込んだ場合は、下図メッセージが表示されますが、そのまま処理する事が 

可能です。 

 
 

ＤＸＦＤＸＦＤＸＦＤＸＦ図面図面図面図面のののの変更変更変更変更 

アイコンをクリック 

 ファイル名が同じ場合、同一データとします。違う図面の場合は、ファイル名を変更してください。 

新規に指定する場合と同じ画面を表示します。 
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ＤＸＦＤＸＦＤＸＦＤＸＦ図面削除図面削除図面削除図面削除    
 ツリービューの ＤＸＦアイコンを選択し、メニューバー[編集]→[削除]を選択してください。 

 

    

図面図面図面図面のののの表示設定表示設定表示設定表示設定（メニューバー アイコンを選択） 

表示するレイヤーや図形を選択したり、文字の表示サイズを設定することができます。 

 
 

ＤＸＦＤＸＦＤＸＦＤＸＦ図面図面図面図面をををを別別別別ののののセクションセクションセクションセクションにににに複写複写複写複写    
※図面の共有利用の場合、縮尺は共有されます。原点はセクションごとに設定できます 

 

①ツリービューの ＤＸＦアイコンを選択し、メニューバー[編集]→[コピー]を選択してください。 

②ツリービューから複写先のセクションアイコンを選択し、メニューバー[編集]→[コピー]を選択してく 

ださい。 

 ③複写先のセクションにＤＸＦアイコンが追加されます。 

 

①�              ②             ③ 
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ＤＸＦＤＸＦＤＸＦＤＸＦ縮尺縮尺縮尺縮尺のののの指定指定指定指定    

 （メニューバー アイコンをクリック） 

 縮尺の方法は図面より実寸法を拾い出す方法（線分・2点指定）と既知の縮尺を数値で入力する方法が 

あります。 

 
  

【「線分」指定の場合】 

 ① [線分]を選択し、図面上で長さがわかっている線分をクリックしてください。 

（選択された線分が緑色にかわります） 

②選択した線分の距離を入力してください。 

 

 

 

 

 

【「２点（両端円）」指定の場合】 

①[２点（両端円）]を選択し、図面上にある２つの円を指定してください。 

（選択された円が緑色にかわります） 

②２つの円の中心を結ぶ線分の長さを入力してください。 

 

 

 

【「縮尺指定」の場合】 

①[縮尺指定]を選択してください。 

②図面の縮尺を入力してください 

図面上の距離 

図面上の距離 
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原点原点原点原点のののの指定指定指定指定    
（メニューバー アイコンをクリック） 

ルミナスプランナーで照度計算を行う平面の原点を決定します。原点位置は、図面上の２つの線分を選択 

してください。２つの線分の交わる位置がルミナスプランナーの計算範囲の原点となります。 

原点が確定しましたら、[図形選択終了]をクリックしてください。 

 
 

また、下記図のように計算平面の傾きを補正したい場合、ルミナスプランナーには計算平面を回転補正 

して転送することができます。 ※補正可能角度は±９０°まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図面上の計算平面          ルミナスプランナーでの計算平面 

 

【傾き補正を行う場合】 

①原点を決定するための２つの線分の間口（横）方向を選択 

②原点を決定するための２つの線分の奥行（縦）方向を選択 

③傾きの軸（Ｘ軸方向）となる線分を選択してください。 

 

 
    

【原点の変更】 

  設定済みの原点を変更する場合は、メニューバー アイコンをクリックし、原点を設定する為に選択 

  している緑と赤のラインを①緑のラインをクリックして解除→②赤から緑に変化したラインをクリッ 

  クし、設定を解除してから、新しい原点設定を行ってください。 

            

  

原点 

原点 

傾き 

傾きの軸を指定した場合は画面上の 

基準傾きに角度が表示されます。 

選択が完了後［図形選択終了］を 

クリックしてください。 

照度計算平面 照度計算平面 ①③ 

② 

② 緑のラインをクリックして解除 

① ①の緑のラインを解除すると１本目

に選択したラインが赤→緑に変わる

のでクリックして解除 
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器具選択器具選択器具選択器具選択    
（メニューバー アイコンをクリック） 

 ・器具条件 

  器具位置の追加方法や高さなどの条件を入力する画面です。器具位置の追加方法は［3 円弧(円の中心)］ 

と［5 単体(器具中心)］の２種類があります。追加方法の番号や入力する条件はルミナスプランナー 

の器具位置追加方法と同じです。（Ｐ２－２６・２８参照） 器具を図面よりクリックで選択し、［図 

形選択終了］をクリックします。 

  選択した器具と類似する図形要素を自動的に検索し、それぞれの器具中心座標を記憶します。 

  ※  部はルミナスプランナーライトでは表示されません。 

    
 

 ・ブロック選択 

  器具をブロック図形として登録している場合、（例：インストールディレクトリの「MatlP59」-「sample」 

  フォルダ内の Example.dxf 内の会議室）ブロックを選択することで器具位置を追加することができます。 

  ①［ブロック選択を行う］をクリックしてチェックをつけ、ブロックのリストから器具ブロックを選択 

してください。該当するブロックが水色で表示されます。 

  ②図面より器具ブロックを１つ選択してください。選択したブロックは緑色で表示されます。 

  ③高さなどの条件を入力した後［図形選択終了］をクリックすると該当するブロックの中心座標を記憶 

します。 

  
 

 ・範囲指定 

  図面上で指定した器具に類似する図形要素を自動的に検索しますが、その時に検索範囲を指定すること 

ができます。 

  

①器具ブロックを選択 

②クリック 

全体・・・図面の全範囲から検索します。 

 

エリアを考慮する・・・図面上に指定したエリア内で器具 

検索を行います。 

 

範囲を指定する・・・図面上で指定した任意の矩形座標 

  内で検索を行います。 

 

※ 

図面上のブロック図形が

回転を伴って配置されて

いる場合、水平角（ＶＨ）

を考慮して検索します。 
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出力内容出力内容出力内容出力内容のののの編集編集編集編集    
ＤＸＦ出力した場合、照度分布図の結果表も出力されますので、任意で移動してください。 

※ルミナスプランナーから読み込んだデータは､ＤＸＦファイル上ではオリジナルデータとは 

別のレイヤー（レイヤー名：LPDRAW）に保存されます。 

 
  

 

        
 

 

器具一覧表 計算結果表 

印刷した場合、器具表・

結果表は出力しませ

ん。 

移動 

※器具座標・照度ライン・器具表・計算

結果表はそれぞれブロック図形として保

存されます。 

ブロック名は以下の通りです。 

 

・器具座標 ブロック名：KIGU 

（複数の場合、KIGU1・KIGU2 となります） 

・器具一覧表 ブロック名：KGHYO 

・照度ライン ブロック名：SHODO 

・計算結果表 ブロック名：RESULT 
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５５５５．．．．下絵取込機能下絵取込機能下絵取込機能下絵取込機能についてについてについてについて                                                                    
 

下絵取込は、[エリア]画面・[照明器具位置]画面で機能します。 

 

[エリア] 

  

    
[照明器具位置] 

  

 

画面操作画面操作画面操作画面操作    

画面操作アイコン を使用して図面の見たい部分を表示できます。 

 

・画面操作アイコン 

 ･･･ 縮小ズームを行います。 

 ･･･ 拡大ズームを行います。 

 ･･･ 全画面表示を行います。 

 ･･･ 範囲ズームを行います。拡大したい部分を四角形の窓で指定するとその部分 

が拡大表示されます。 

 ･･･ パンスクロールを行います。アイコンをクリックした後、図面上でマウスの 

左ボタンを押したまま、マウスを上下左右に動かすと、リアルタイムに視 

点の移動をすることができます。パンスクロールを解除する場合はＥＳＣ 

キーをおしてください。 

 

下絵図面取下絵図面取下絵図面取下絵図面取りりりり込込込込みみみみ    
①メニューバー「ファイル」→「新規作成」を選択してください 

②「新規作成」画面の▼をクリックし、「汎用照度分布計算」を選択→「ＯＫ」をクリックしてください 

③メニューバー「エリア」もしくは[照明器具]→「新規追加」を選択してください。 

④「エリア」もしくは[照明器具]画面が表示される 

⑤「下絵取込」ボタンをクリックする 

⑥ アイコンをクリック 

 ＪＰＥＧ形式・ＤＸＦ形式のファイルを取り込めます。 

    

下絵図面下絵図面下絵図面下絵図面のののの変更変更変更変更 

アイコンをクリック 

 ファイル名が同じ場合、同一データとします。違う図面の場合は、ファイル名を変更してください。 

新規に指定する場合と同じ画面を表示します。 

    

下絵図面削除下絵図面削除下絵図面削除下絵図面削除    
 ツリービューの 下絵アイコンを選択し、メニューバー[編集]→[削除]を選択してください。 
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図面図面図面図面のののの表示設定表示設定表示設定表示設定 

アイコンを選択（ＤＸＦファイルのみ有効） 

表示するレイヤーや図形を選択したり、文字の表示サイズを設定することができます。 

   
 

下絵図面下絵図面下絵図面下絵図面をををを別別別別ののののセクションセクションセクションセクションにににに複写複写複写複写    
※図面の共有利用の場合、縮尺は共有されます。原点はセクションごとに設定できます 

 

①ツリービューの 下絵アイコンを選択し、メニューバー[編集]→[コピー]を選択してください。 

②ツリービューから複写先のセクションアイコンを選択し、メニューバー[編集]→[コピー]を選択してく 

ださい。 

 ③複写先のセクションに下絵アイコンが追加されます。 

 

下絵下絵下絵下絵のののの縮尺縮尺縮尺縮尺のののの指定指定指定指定    

 アイコンをクリック 

［下絵の縮尺］画面が表示されます。 

縮尺は、水色の十字カーソルで指定する 2 点間の距離を基準長さとして設定してください。 

   
 

    

クリッククリッククリッククリック    
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原点原点原点原点のののの指定指定指定指定    
アイコンをクリック 

ルミナスプランナーで照度計算を行う平面の原点を決定します。原点位置は、水色の十字カーソルが表示 

されます。原点を設定し、原点位置と基準線の傾きを指定してください。 

  
 

    

器具選択器具選択器具選択器具選択    
アイコンをクリック 

 ・器具条件 

器具位置の追加方法や高さなどの条件を入力する画面です。器具位置の追加方法は下図の４種類が 

あります。追加方法の番号や入力する条件はルミナスプランナーの器具位置追加方法と同じです。 

（Ｐ４－１６～２１参照） 器具を図面よりクリックで選択し、［確定］をクリックします。 

  選択した器具座標を記憶します。 

 

  ※  部はルミナスプランナーライトでは表示されません。 

   
 

      

基準線基準線基準線基準線クリッククリッククリッククリック    
原点原点原点原点    
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９９９９．．．．そのそのそのその他他他他のののの機能機能機能機能                                                                                
    

照度分布図照度分布図照度分布図照度分布図をををを他他他他ののののソフトソフトソフトソフトにににに貼貼貼貼りりりり付付付付けるけるけるける    
①� 度分布図を開き入力画面をクリックし、ニューバーの[編集] →[コピー]を選択してください。 

 
 

② [図形出力]の画面が表示されますので、出力する図形を選択して[ＯＫ]をクリックします。 

 
 

③貼り付けたいソフトを起動し、メニューバーの[編集] →[貼り付け]を選択すると照度分布図が 

コピーされます。 
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